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回答者の��%が、 
組織が必要とする
スキルと知識を習得する
ためには、スキルアップ
が非常に重要であると
感じている。

トレーニングは組織に
とって重要な戦略であり、 
採用を減らす（��%）または
凍結する（��%）企業の
半数が、人材ニーズに
対応するためにスキルアップ
を計画している。

多くの回答者は、スキルを確
認するために認定資格

（��%）と採用前テスト
（��%）が必要であり、

適切な候補者を見つけると
いう課題に対処することに
同意している。

回答者は、技術ニーズに
対応するためには、
大学での教育（��%）より
もスキルアップ（��%）や
認定資格（��%）の方が
重要だと感じている。

調査対象組織の��%が、 
既存の技術スタッフに
新しい技術に関する
トレーニングの機会を
提供している。

適切な技術者候補が
見つからない場合、
組織はコンサルタントを
雇う（��%）よりも、既存
の従業員を訓練する

（��%）ことが多かった。

クラウドおよびマネージド 
サービス プロバイダー

（��%）、通信事業者（��%）
ともに、����年に

技術スタッフを増員する
可能性が高くなっている。

経済的な懸念により、
��%の企業が����年の
技術者採用計画を改訂し、
主に新規ポジションのフリーズ
を行ったが、採用を増やす
予定が減らすよりも多い。

新規採用は引き続き
開発者と新しい技術に
集中しているが、
上級技術職は人員削減の
矢面に立たされている

（��%）。

����年に採用を増やす
組織は、
クラウド/コンテナ（��%）、
サイバーセキュリティ
（��%）、 AI / ML（��%）と
いう新しい技術に
注目している。

��%の回答者が、採用にはコストと
時間がかかり、間違った候補者を採用
したり、離職が早まる可能性があるこ
とに同意している。 
新入社員のほぼ�人に�人

（��%）が入社後�ヶ月
以内に離職している。

��%の組織が、
����年に
トレーニングや
資格取得の
インセンティブへの
依存を高めている。
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序文
2023 年技術者人材の現状調査の調査結果を発表でき
ることを嬉しく思います。本レポートは、現在および
将来の技術系人材の要件やチーム内で必要とされる
スキルについて理解しようとする組織にとって、貴重
なリソースとなるものです。

本レポートでは、経済的な懸念が技術者の採用計画
に与える影響について明らかにしており、調査対象と
なった組織の 50% 以上が、世界経済の不確実性の
継続により採用計画を改訂していることが明らかにな
りました。しかし、このような課題にもかかわらず、
特にクラウド / コンテナ、サイバーセキュリティ、AI / 
ML といった新しい分野では、熟練した技術者の需要
は依然として強いことも報告されています。

トレーニングやスキルアップは、変化する雇用環境に
対応しようとする組織にとって不可欠な戦略です。本
レポートでは、調査対象となった組織の 70% が、既
存の技術スタッフに新しい技術に関するトレーニング
の機会を提供しており、継続的な開発と成長へのコミッ
トメントを示していることを紹介しています。

スキルアップは、採用においてより重要となっており、
適切な外部候補者が見つからない場合、組織はコン
サルタントを雇うよりも、既存の従業員のトレーニン
グを選択することが多くなっています。これは、既存
のスタッフに投資することの価値と、適切な外部の候

補者を見つけることの難しさを認識しているためです。

本レポートはまた、資格認定と雇用前テストが、組織
が潜在的な候補者のスキルを検証するために必要な
ツールになりつつあることを示しています。Linux 
Foundation Training & Certification では、技術的
な熟練度を証明し、専門知識を検証するための認定
資格の重要性を理解しています。私たちは、今日のペー
スの速い技術業界で成功するために必要なスキルと知
識を個人に提供し、候補者が必要なスキルセットを
発揮することを将来の雇用者に保証するために、認定
プログラムを設計しています。

技術業界の進化に伴い、私たちは、時代の先端を行
くためには継続的な学習と開発が重要な役割を果た
すことを認識しています。2023 年 技術者人材の現状
レポートは、技術業界の労働力における継続的な変
化と課題に関する貴重な洞察を提供します。採用マ
ネージャーには、本レポートをトレーニングや人材確
保の取り組みのリソースとして活用していただき、今
後もテック業界のために価値あるリサーチやトレーニ
ング リソースを提供していきたいと考えています。

Clyde Seepersad 
SVP & General Manager, Training & 
Certification, The Linux Foundation
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エグゼクティブ サマリー
2023 年 技術者人材の現状レポートは、組織内で必要とされる現在および将来のテクノロジー人材要件とスキルに関する貴重な洞察を提供します。
このレポートは、2023 年 2 月と 3 月に Linux Foundation Training & Certification と Linux Foundation Research が、エンドユーザー組織とテクノロジープロバイダーの両方
のニーズに対応する 400 人以上の採用マネージャーと人材派遣の専門家を対象に行ったグローバル調査に基づいて作成されています。

経済的懸念の影響
レポートの主要な調査結果のひとつは、
経済的な懸念が技術者の採用計画に与え
る影響です。調査対象となった組織の
50% 以上が、新規ポジションの凍結によ
る採用計画の改訂を報告しています。 
これは、COVID-19 のパンデミックによる
世界経済の不確実性が続いていることに
加え、インフレや地政学的紛争などの要
因によるものと思われます。

熟練した技術者の需要
技術スタッフを増やす予定の組織が、減ら
す予定よりも多い。これは、技術業界へ
の就職を希望する人々にとって明るい兆し
です。熟練した技術スタッフの需要は依然
として強く、特にクラウド / コンテナ、サ
イバーセキュリティ、AI/ML といった新し
い分野では、その傾向が顕著です。 
回答者は、これらの分野を 2023 年の採
用の主要な焦点として挙げています。

技術的役割のシフト
もう一つの興味深い発見は、採用される
技術職のタイプの変化です。上級技術職
が最も多く削減された一方で、新規採用
では開発者と IT マネジメントに重点が置
かれています。これは、プロジェクトの実
装、管理、技術開発にコントリビュートで
きるスキルを持った人材を、企業が求め
ていることを示唆しています。

トレーニングとスキルアップ
変化する雇用環境に対応するため、トレー
ニングやスキルアップは組織にとってます
ます重要な戦略となっています。本レポー
トでは、調査対象となった組織の 70% が、
既存の技術スタッフに新しい技術に関する
トレーニングの機会を提供していることを
紹介しています。これは、従業員の継続
的な育成と、最新の技術や実務に対応す
るための組織のコミットメントを示唆する
ものであり、好ましい兆候と言えます。

スキルアップは、採用の面でも重要性を増
しています。適切な技術者候補が見つか
らない場合、組織はコンサルタントを雇
うよりも、既存の従業員を訓練すること
が多くなっています。これは、組織が既
存のスタッフに投資することの価値と、適
切な外部の候補者を見つけることの難し
さを認識していることを示唆しています。

認定試験と入社前試験
回答者は、適切な候補者を見つけるとい
う課題に対処するために、スキルを確認
するための認定試験や採用前テストが必
要であると感じているようです。このツー
ルは、組織が仕事に対して適切な人材を
採用するために有効です。また、候補者
がその職務で成功するために示すべきス
キルについて明確に理解することができ
ます。

結論
2023 年 技術者人材の現状レポートは、
技術業界の労働力における現在進行中の
変化と課題について貴重な洞察を提供し
ます。技術産業が進化を続ける中、時代
の先端を行くことを目指す個人や組織に
とって、継続的な学習と開発へのコミット
が不可欠であることは明らかです。このレ
ポートが採用担当者のトレーニングや人員
配置に役立つことを願っています。また、
今後の Linux Foundation 研究プロジェ
クトへの参加をお勧めします。
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パート 1

2023 年の技術
採用の状況

写真：JON TYSON ON UNSPLASH



経済の不確実性に対する組織
の備えは 2022 年に開始
2022 年末にテクノロジー ベンダーのレイオフが広く公表
され、時には 2023 年まで延長されたにもかかわらず、
雇用情勢は依然として好調です。図 1 の上部は、組織が
どのように人材確保に取り組むかについて、全組織、エ
ンドユーザー、ベンダー / サービス プロバイダー、その
他に分類したサンプル、および特定の業界の 3 つの見方
を示しています。全体的な評価は肯定的で、61% の組織
が人員を増員し、18%が景気の先行き不透明感を見極め、
19% だけが人員削減を実装しています。各業界の機能的
な焦点が絞られているため、個々の業界レベルでは最も
ばらつきがあります。

「通信・インターネット サービス プロバイダー（ISP）・
Web ホスティング」部門の雇用は特に好調で、71% の
組織が技術的な人員を増やしています。他のほとんどの
組織の業界 ( 図には示されていない ) も、技術系人員が
増加しました。サンプルに含まれる業種の詳細について
は、 表 A12 をご覧ください。

図 1 の上部によると、2022 年に技術スタッフを増やすこ
とができたのは、エンドユーザー（おもにビジネス活動
をサポートする目的で技術を消費する組織）の 66% であ
るのに対し、テクノロジー ベンダーとサービス プロバイ
ダーは 60%でした。また、技術スタッフの減少についても、
エンドユーザー組織の方が有利であり、技術スタッフを
減らすランクは 17% であるのに対し、テクノロジーベン
ダーやサービスプロバイダーは 21% でした。

製造業
（組立またはプロセス）

通信、インターネット サービス 
プロバイダー（ISP）、Webホスティング

その他、政府関連機関、NGO、
学術または研究機関

Tテクノロジー ベンダー、
サプライヤー、サービス プロバイダー

おもにビジネス活動をサポートする
目的でIT製品を使用する

「エンドユーザー」組織

全体（全組織） ��%

��%

��%

��%

��%

��%

��%��% �%

�%

�%

�%

��%

��%

��%

��%

��%

��%

��%

�%

��%

��%

����年に技術系人員
を増員した

����年に技術系の人員に
変化はなかった 

����年に技術系人
員を削減した

知らない、または
よくわからない

テクノロジー ベンダー、サプライヤー、
サービス プロバイダー

おもにビジネス活動をサポートする目的で
IT製品を使用する「エンドユーザー」組織

合計 ��.�% ��%

��.�% ��%

��.�% ��%

平均値 中央値

図 1

2022 年の技術者数の推移
2022 年中に技術者の人数にどのような変化がありましたか？（Q15）
2023 年技術者人材の現状調査、Q10-Q12（あなたが働いている組織について、最もよくあてはまる回答はどれですか？）を Q15 で区分。 
サンプル数＝ 418。

製造業
（組立またはプロセス）

通信、インターネット サービス 
プロバイダー（ISP）、Webホスティング

その他、政府関連機関、NGO、
学術または研究機関

Tテクノロジー ベンダー、
サプライヤー、サービス プロバイダー

おもにビジネス活動をサポートする
目的でIT製品を使用する

「エンドユーザー」組織

全体（全組織） ��%

��%

��%

��%

��%

��%

��%��% �%

�%

�%

�%

��%

��%

��%

��%

��%

��%

��%

�%

��%

��%

����年に技術系人員
を増員した

����年に技術系の人員に
変化はなかった 

����年に技術系人
員を削減した

知らない、または
よくわからない

テクノロジー ベンダー、サプライヤー、
サービス プロバイダー

おもにビジネス活動をサポートする目的で
IT製品を使用する「エンドユーザー」組織

合計 ��.�% ��%

��.�% ��%

��.�% ��%

平均値 中央値

2022 年にレイオフまたは退職した技術者数は、 
組織の技術者数の約何パーセントですか？（Q16）
2023 年技術者人材の現状調査、Q10（あなたが働いている組織について、最もよく当てはまる回答はどれですか？ [2022 年に 
技術系人員を削減した組織かどうかを問う ]）を Q16 で区分。サンプル数＝ 80。
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図 1 の下部は、非自発的な人員削減（レイオフ）と自発
的な人員削減（退職・辞職）の両方を組み合わせたもの
です。レイオフはしばしば責任の再分配をもたらします
が、その責任は重大で、残されたスタッフが自分の役割、
仕事量、機会を評価する中で、さらなる退職を誘発する
可能性があります。このため、図 1 の人員削減は、自発
的および非自発的な構成要素から、離職率と表現するの
が最も適切です。ベンダー / サービス プロバイダー組織
の離職率は 39％と非常に高くなりました。一方、エンド
ユーザー組織の平均離職率は 25％で、パンデミック前
の一般的な景気後退期の水準とほぼ同じでした。

企業規模（従業員数）別にみた人員削減の評価について
は、表 A17 をご参照ください。

2023 年の技術スタッフ雇用に
対する経済的懸念の影響
2022 年から 2023 年にかけての経済的な懸念が、特に
北米の雇用計画に影響を及ぼしています。

図 2 の上半分に示すように、調査対象組織の 59% がこれ
らの懸念に対応して技術者雇用計画を改訂したとレポー
トし、37% が技術者雇用計画を変更しないと選択し、
4% が知らない、またはよくわからないと回答しました

（DKNS）。過半数の組織（59％）が 2023 年の雇用計画
について懸念を抱いていますが、41％は 2023 年の技術
者雇用計画に経済がどのような影響を与えるかについて
懸念を表明していないことがわかりました。

経済的な懸念やレイオフがハイ
テク業界に影響を与えているに
もかかわらず、2023 年技術者人
材の現状調査のデータによる
と、雇用傾向は依然として強く、
熟練した技術人材、特に開発者
スキルを持つプロフェッショナル
のためのよりエントリーレベルの
人材に対する継続的な需要があ
ることが示されています。特に、
クラウドや通信など、テクノロ
ジーの採用状況においてクリ
ティカルな役割を果たし続けて
いる特定のセクターでは、この
傾向が顕著です。技術者雇用の
見通しは依然として良好で、多
くの組織が今後数年間、技術者
の増員を計画しています。

重要なこと

PHOTO BY CAMILA MARTINEZ ON UNSPLASH
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図 2 下段のグラフは、景気の懸念から計画の改訂を行っ
た組織と、景気の懸念があまりなく 2023 年雇用計画を
据え置いた組織の違いを示しています。また、同図は全
組織を合わせたときの複合的な見方を示しています。質
問に対する回答は、スタッフを増やす、スタッフ雇用を
凍結する、スタッフを減らす、DKNS などさまざまです。
回答者は複数の回答を選択することができます。したがっ
て、この図では、総合的な見解に基づいて、すべての可
能な回答の順列を降順に示しています。

最も興味深いのは、経済的な逆風が吹いているにもかか
わらず、2023 年にスタッフを増員することを計画している
組織が 44％と多く、その増員分の削減や凍結は想定して
いないことでです。雇用を伴うすべての戦略を見ると、
56％の組織が 2023 年に雇用する意向を示しており、人員
削減や凍結といった他の活動も含まれています。このこと
は、組織が 2023 年を経済的に懸念している一方で、雇用
計画を変更していないことを示唆するものであり、心強い
ことです。

懸念の一部は、人員凍結のみを選択した組織全体の
30％と、凍結後に雇用を行う 6％、人員削減後に凍結を
行う 6％、そして最後に削減、凍結、最終的に雇用を行
う 4％によって表現されています。このことから、2023
年には人員凍結を含む戦略が好ましい道であり、不確実
な経済に対処するための保守的であるが過度に懲罰的で
はないアプローチであることがわかります。

2022 年からの経済的な懸念によ
り、あなたの組織は 2023 年の技
術職の人員採用計画を変更または
修正しましたか？ 
2023 年技術者人材の現状調査、Q20、サンプル数
＝ 418。

図 2

2023 年の技術スタッフ雇用に対する経済的懸念の影響

��%

��%
��%

��%
�%

��%
�%

�%

�%
�%

�%
�%

�%
�%
�%

�%
�%
�%

�%
�%
�%
�%

��%
��%

��%

�%

いいえ、2023年の予定に変更はありません
はい、2023年の計画を改訂しました
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いいえ、2023年の予定に変更はありません
はい、2023年の計画を改訂しました
複合ビュー

Don't know or not sure

削減後に増加

削減後に凍結、その後増加

削減後に凍結

凍結後に増加

削減

凍結

増加

いいえ

��%
はい

知らない、またはよくわからない

景気への懸念によって、2023 年の技術スタッフの採用計画はどのように変化しましたか？
2023 年技術者人材の現状調査、Q34（Q20 を条件とする）、サンプル数＝ 247、有効件数＝ 247、総言及数＝ 313。

2023 年技術者人材の現状調査、Q35、サンプル数＝ 171、有効件数＝ 171、総言及数＝ 193。
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全体の 8% では、技術スタッフを縮小するために使用さ
れた戦略は、削減だけではありませんでした。技術スタッ
フの削減を含むより複雑な戦略には、次のようなものが
あります。

• 人員を削減し、採用凍結を実装する（全体で 6%）

• 人員を削減し、採用凍結を実装し、その後雇用する
（全体 4%）

• 人員を削減し、その後雇用する（全体では 2%）

全体の 20% の組織が人員削減を伴う戦略を紹介してい
ますが、この 20 のうち 6% の組織が雇用も伴う戦略を
含んでいます。

経済的な懸念を表明した 59% の組織を見ると、その懸
念に対処するための主要な戦略は、雇用の凍結（34%）
であり、次いで雇用の重視（32%）、人員削減（13%）となっ
ています。

これは、経済的な懸念を表明しなかった 41% の組織と
大きく対照的です。これらの組織のうち、62% は雇用を

増やすことのみを意図しており、次いで 24% が雇用を凍
結することのみを示唆し、主に技術系人員を削減するこ
とはわずか 2% でした。

技術スタッフの増加または凍
結に焦点をあてた業界別の
2023 年の雇用計画の変化
さまざまな業界の組織が、雇用計画についてさまざまな
結果を報告しています。図 3 に示すように、成長を見せた
業界もあれば、大きな課題に直面した業界もありました。
平均して、全組織の 57% が雇用計画の増加を報告して
おり、将来に対する慎重な楽観論を示しています。しかし、
46％の組織がスタッフの雇用を凍結し、20％の組織が人
員を削減すると回答しており、企業が直面する不確実性
と課題が続いていることを浮き彫りにしています。これら
の割合の合計が 100％にならない理由は、図 2 の下段に
示されています。組織は、当初は人員削減や雇用の凍結
を行い、その後、1 年以内に全員を雇用することを決定
するという、複雑な雇用戦略を取ることがあります。

人員増加を計画している組織の割合が最も高かったの
は、クラウド サービス プロバイダー、通信・インターネッ
ト サービス プロバイダー（ISP）・Web ホスティング、医
療で、平均 65％が雇用計画の増加を報告しています。こ
れらの業界は、デジタル サービスに対する需要の高まり
と COVID-19 パンデミックの継続的な影響から利益を得
ているようです。

組織は一般的に技術スタッフの削減に消
極的ですが、これは主に熟練した技術
者の発掘、雇用、維持が困難なためです。
経済の不確実性に直面した場合、組織
はスタッフの解雇に頼るよりも、一時的
な雇用凍結を実施し、必要であれば報
酬を削減することを好みます。このこと
は、雇用が選択肢でない場合に、組織
が技術スタッフの意欲を維持し、技術ス
キルを向上させるにはどうしたらよいか
という重要な問題を提起しています。

重要なこと

PHOTO FROM THE LINUX FOUNDATION / KUBECON EUROPE 2023
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また、システム インテグレーター /IT コンサルティング業
界と製造業では、平均 57% の組織が人員増を計画して
おり、採用に前向きな傾向が見られると報告されました。
これらの業界は、デジタル トランスフォーメーションに
関する専門知識への需要の高まりや、パンデミックから
の経済回復の恩恵を受けています。

一方、ハードウェア / ソフトウェア サプライヤー業界では、
人員増加を計画している組織の割合が 43% と最も低く、
技術スタッフの採用を凍結している組織の割合が 58% と
最も高いことがわかりました。この傾向は、競争の激化や、
よりクラウドベースのソリューションへのシフトにより、
一部の組織が人員削減を行ったためと思われます。

全体として、さまざまな業界において採用計画がまちま
ちであることから、企業は、刻 と々変化する将来の仕事
の展望を切り開くために、適応力と機敏性を維持する必
要があることが示唆されます。

クラウド サービス プロバイダー
またはマネージド サービス

 プロバイダー

��%
��%

��%

通信・インターネット サービス 
プロバイダー（ISP）・

Webホスティング

��%

��%
��%

医療
��%

��%
��%

システム インテグレーター
またはITコンサルティング企業

��%
��%

��%

製造業
（組立またはプロセス）

��%
��%

��%

ハードウェア/ソフトウェア
 サプライヤー

��%
��%

��%2023年の技術スタッフ減少

2023年の技術スタッフ雇用計画の凍結

2023年の技術スタッフ増員

��%
��%

��%
合計

��%
��%

��%おもにビジネス活動をサポート
する目的でIT製品/サービスを
利用する「エンドユーザー」組織

��%
��%

��%その他の種類の組織
（例：政府関連機関、NGO、学術

または研究機関）

��%
��%
��%テクノロジー ベンダー、

サプライヤー、
サービス プロバイダー

図 3 

2023 年の雇用計画の変更
2023 年技術者人材の現状調査、Q10-Q12 を Q34 と Q35 で区分。サンプル数＝ 418。有効件数＝ 418。言及総数＝ 506。DKNS 回答は分析から除外。

2023 年の組織タイプ別人員配置の変化 2023 年の産業別人員配置の変化
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長期的な人員計画は、2023
年以降の慎重な楽観主義を反
映している
組織の長期計画は、図 4 に示すように、2023 年の技術
スタッフの変更に対応する際に確認した戦略に基づいて
います。組織は、複数の戦略（雇用、凍結、削減）と、
各戦略に対して複数の長期的なアプローチを選択するこ
とができました。このことは分析を複雑にしていますが、
慎重な楽観視の余地があります。

2023 年に雇用を予定している組織については、46% が
2023 年に雇用できる可能性があり、さらに 38% が
2024 年に雇用する予定です。これらの組織のうち、
2023 年と 2024 年にさらなる人員削減を懸念しているの
は 16% のみです。

2023 年の雇用凍結に取り組んでいる組織のうち、41%
は 2023 年に人員削減に取り組むことを想定しておらず、
39% は 2023 年の後半に雇用できるかもしれないと考え
ています。これらの組織の 25% は、2023 年または 2024
年のスタッフ削減の可能性を懸念していますが、16% は
2024 年に技術スタッフの雇用を計画しています。これら
の組織からは、この嵐を乗り切り、技術スタッフの配置を
より通常のアプローチに戻すことを楽しみにしているとい
う感想が聞かれます。

技術スタッフを削減する必要があると回答した組織は、
最も悲観的でした。しかし、2023 年の人員削減がすで
に計画されていると回答したのは、回答者全体 1 のわず
か 20％であったことは重要なポイントです。2023 年に人
員削減を計画している 56% の組織のうち、35% は 2023
年または 2024 年にはもう人員削減を想定していないと答

1  質問 41 のサンプル数は 82 で、これは調査サンプル全体の 418 の
20% です。

図 4

過半数が 2023 年後半 / 2024 年に採用増を予想
長期的な技術スタッフの配置計画について教えてください。

2023 年技術者人材の現状調査、Q50（雇用戦略）、サンプル数＝ 235、有効件数＝ 235、総言及数＝ 369。
2023 年技術者人材の現状調査、Q45（凍結戦略）、サンプル数＝ 189、有効件数＝ 189、総言及数＝ 276。
2023 年技術者人材の現状調査、Q41（削減戦略）、サンプル数＝ 82、有効件数＝ 82、総言及数＝ 138。

パート 1：2023 年の技術採用の状況
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2023年計画は人員削減
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2023年計画はスタッフ採用

知らない、またはよくわからない

景気動向を踏まえ、
2023年または2024年に
技術スタッフの削減が

さらに進む可能性がある

景気動向を踏まえ、2023年、2024年に
これ以上の人員削減を行うことは

想定していない

2023年後半から2024年にかけて、
スタッフィングの変更は

見込んでいない

今年後半には技術スタッフを
採用できるかもしれない

2024年に技術スタッフを
採用する予定

えています。33% は 2023 年の後半に雇用できるかもし
れないとレポートし、20% は 2024 年に雇用する予定で
あると回答しました。

全体として、2023 年と 2024 年の雇用とスタッフ削減に
ついて、組織の見通しはまちまちであることが提案され、
一部の組織は、景気による技術スタッフの削減の可能性
を予想しています。また、年後半から 2024 年にかけて

技術スタッフを雇用できることに自信を示している企業も
ありました。しかし、回答者の大部分は、人員配置に大
きな変化はないとレポートしており、組織の見通しが比
較的安定していることを示しています。

 12

2023 年 技術者人材の現状レポート



13A GUIDE TO ENTERPRISE OPEN SOURCE

パート 2

2023 年の 
スキルアップ 
トレンド

写真：MAGGIE HALLAHAN, MICROSOFT, AZURE, VISUAL STUDIO



成長志向の組織における技術
機会
図 5 は、2023 年の人員増加を計画している組織の焦点と、
サンプルに含まれる全組織の人員増加の焦点を比較した
ものです。図 5 には豊富な情報が含まれており、慎重に分
析する必要があります。

図 5 には、2 つの動的な要素が働いています。

1. 最初の動的な要素は、ある技術分野の技術スタッ
フを増やしたいと考えている組織の割合（量）です。

2. 2 つ目の動的な要素は、組織が技術分野の採用
にプライオリティを置くことです。このプライオリ
ティは、ある分野を増員対象としている組織の比
率を、その分野の現在のスタッフ数で割ったもの
です。この比率はパーセントで表され、図 5 の比
率は 51% から 137% です。90% 以上の比率はプ
ライオリティが高いことを示し、75% 以下の比率
はプライオリティが低いことを示唆します。

図 5 を見ると、クラウド / コンテナ技術（50%）、サイバー
セキュリティ（50%）、人工知能 / 機械学習（46%）、デー
タベース & データ管理（37%）、高度な分析・データサイ
エンス（37%）という技術分野で技術者を追加しようとし
ている組織が多いことがわかります。

組織が採用を優先する主要なテクノロジー分野は、拡張
/ 仮想現実（AR/VR）（137%）、人工知能 / 機械学習

（110%）、ブロックチェーン（98%）、CI/CD と DevOps
（91%）、Kubernetes（90%）です。

現在スタッフが配置されている分野

����年にスタッフ増員対象の分野

製造、�Dプリンター、
CAD/CAM

オープンソース ハードウェア

ストレージ技術
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IoT & 組み込み
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エッジ コンピューティング
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Linux

CI/CDとDevOps

ネットワーク技術
（�G、SDN、NFVなど）

DevOps / GitOps / DevSecOps

Web & アプリケーション開発
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図 5

成長型組織のための技術領域チャンス 

2023 年技術者人材の現状調査、Q51（雇用が行われる分野）、サンプル数＝ 235、有効件数＝
235、総言及数＝ 1,195。
2023 年技術者人材の現状調査、Q21（現在スタッフが配置されている分野）、サンプル数＝ 418、
有効件数＝ 418、総言及数＝ 2,569。

2023 年に技術者を採用する / しないのは、どの技術分野ですか？
【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

技術者が配置されているのは、次の技術分野のうちどれですか？ 
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人工知能 / 機械学習は、人員を増やしたいと考えている
組織が多く見られる唯一の技術分野であり、組織が技
術者の採用を優先している分野でもあります。

よりリスク回避的な組織にお
けるテクノロジーの可能性
図 5 で量と優先度を評価したのと同じアプローチで、図 6

に示す 2023 年の人員削減を計画している少数派組織（回
答者の 20% 程度）の採用計画を分析することができます。
私たちは、人員削減を計画している組織をリスク回避型
と呼んでいます。なぜなら、これらの組織はすでに 2023
年に人員を削減するか、または削減することを計画して
いる経済に対して十分な懸念を持っているからです。この
ような行動は、安定した財務指標を優先し、事業のさま
ざまな側面で過剰になったと感じられる財務リスクをあ
る程度回避したいと考える組織（その多くは成功している
組織）を特徴づけるものです。私たちは、リスク回避を
差し迫った財政難と同一視しているわけではありません。
投資家や株主への混乱を最小限に抑えることが重要であ
ることを認識する組織的な認識に過ぎないのです。

図 6 によると、リスクを回避する組織が技術スタッフの
削減を検討している割合が最も高い技術分野は、クラウ
ド / コンテナ技術（40%）、人工知能 / 機械学習（33%）、
DevOps / GitOps / DevSecOps（28%）であることがわ
かります。これらの量の大きさは、 図 5 で見たよりも小さ
く、これらの分野で技術スタッフの減少を求める組織の
割合が中程度であることを反映しています。

パート 2：2023 年のスキルアップ トレンド
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現在スタッフが配置されている分野
人員削減の対象となる分野

Kubernetes

オープンソース ハードウェア

IoT & 組み込み

拡張/仮想現実（AR/VR）

エッジ コンピューティング

ストレージ技術

製造、�Dプリンター、
CAD/CAM

Linux

Web & アプリケーション開発

ネットワーク技術
（�G、SDN、NFVなど）

ブロックチェーン

CI/CDとDevOps

データベース&
データ管理

サイバーセキュリティ

高度な分析・
データサイエンス

DevOps / GitOps / DevSecOps

人工知能 / 機械学習

クラウド/コンテナ技術

2023 年に技術者を削減するのはどの技術分野ですか？  
【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

技術者が配置されているのは、次の技術分野のうちどれですか？

図 6 

よりリスク回避的な組織における技術領域の機会

2023 年技術者人材の現状調査、Q42（削減が発生する分野）、サンプル数＝ 82、有効件数＝ 82、総言及数＝ 302。
2023 年技術者人材の現状調査、Q21（現在スタッフが配置されている分野）、サンプル数＝ 418、有効件数＝ 418、総言及数＝ 2,569。
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優先度比率（人員を削減する組織の割合÷現在人員を配
置している領域の割合）に基づく人員削減の優先度が高
い領域は、ブロックチェーン（118%）、製造、3D プリンター、
CAD/CAM（107%）、拡張 / 仮想現実（AR/VR）（98%）
です。

興味深いことに、技術者を減らそうとするリスク回避組
織の割合が最も高い技術分野では、その分野の技術者
を減らすことの優先度は中程度に留まっています。クラウ

ド / コンテナ技術と DevOps / GitOps / DevSecOps の
優先度は 68% に過ぎません。人工知能 / 機械学習につ
いては、80% とやや高い比率となっています。このこと
からわかるのは、企業は、複雑で、期待した ROI が得
られない可能性の高い投機的な投資である技術領域か
ら技術スタッフを削減することに最も関心があるというこ
とです。

技術スタッフ削減の優先度比率が低い技術分野は、
Kubernetes（33%）、ストレージ技術（38%）、Web & ア
プリケーション開発（39%）、サイバーセキュリティ（42%）、
データベース & データ管理（45%）、オープンソース ハー
ドウェア（49%）です。これらの分野のスタッフ削減の優
先度が低いのは、これらの技術が組織にとってよりミッ
ションクリティカルであり、より高い雇用の安定性を意味
することを反映しています。

技術スタッフの変更が技術分
野の重点に与える全体的な影
響
図 5 と 図 6 は、スタッフの増加と削減が、技術分野全体
の技術スタッフの変更の量と優先度にどのような影響を
与えるかを評価したものです。表 1 は、技術分野の全体
的なランキングに対するスタッフの増加と削減の複合的
な影響を示しています。この分析は、技術スタッフを増
加させた組織（N=235）および技術スタッフを削減した
組織（N=82）の数に基づいています。もともと技術者が
配置されていた技術分野と、技術者の増加と削減の純影
響を比較すると、技術分野の人員配置の順位にわずかな
変化が見られます。

表 1 によると、ほとんどの技術領域は、+ / - 1 ポジション
しか変化していません。これは、組織から見たこれらの
分野の重要性に大きな影響を与えるものではありません。
しかし、技術領域が + / - 2、+ / - 3、あるいはそれ以上
のポジションで変化すると、組織にとってこれらの領域
の重要性が新たに増加または減少したことを示していま
す。図 5、図 6、および表 1 の情報は、技技術スタッフの
活動が技術市場でどのように展開するかを解釈するいく
つかの方法を提供します。

パート 2：2023 年のスキルアップ トレンド

表 1

技術分野の重点化に対する人員の純増の影響
2023 年技術者人材の現状調査、Q51 と Q42 と Q21 を比較。

技術分野
2022 年
ランク

2023 年のスタッフ配置
によるランクへの純影響

2023 年
ランク

サイバーセキュリティ 2 +1 1

クラウド / コンテナ技術 1 -1 2

人工知能 / 機械学習 6 +3 3

データベース & データ管理 3 -1 4

高度な分析・データサイエンス 4 -1 5

Web & アプリケーション開発 5 -1 6

ネットワーク技術（5G、SDN、NFV など） 8 +1 7

DevOps / GitOps / DevSecOps 7 -1 8

CI/CD と DevOps 11 +2 9

Kubernetes 13 +3 10

Linux 10 -1 11

IoT & 組み込み 14 +2 12

エッジ コンピューティング 12 -1 13

拡張 / 仮想現実（AR/VR） 18 +4 14

ストレージ技術 9 -6 15

オープンソース ハードウェア 15 -1 16

ブロックチェーン 16 -1 17

製造、3D プリンター、CAD/CAM 17 -1 18
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この 2 年間で、サイバーセキュリティは組織にとって重要
な技術分野となりました。表 1 によると、サイバーセキュ
リティは 2022 年に 2 位にランクされ、組織のスタッフ
増減計画に基づき、2023 年には 1 位になると予測され
ています。したがって、サイバーセキュリティは、技術職
員を追加し、それに対応して人員を削減するための重要
な分野として浮上するでしょう。

もう一つの重要な領域は、クラウド / コンテナ技術です。
私たちの調査結果によると、高い割合の組織が、この分
野の技術スタッフの増加と減少の両方を計画しているこ
とがわかりました。これは、人格が分裂しているというこ
とではなく、クラウドとコンテナは、ほとんどの組織が
投資している重要な技術なのです。組織が経済的な基盤
を得たり失ったりすると、スタッフの拡大や縮小が必要
になります。クラウドやコンテナ技術は、その普及性から、
技術者の異動が発生する分野として認定されています。
しかし、図 5 と図 6 は、クラウドとコンテナに関するスタッ
フの変化は、マイナスよりもプラスの方がはるかに多いこ
とを示しています。

拡張 / 仮想現実（AR/VR）（+4）、人工知能 / 機械学習（+3）、
Kubernetes（+3）は、技術分野ランキングが大きく上昇
したため、2023 年に注目度が高まる技術分野です。拡
張現実は、組織のフットプリントが小さく、スタッフの増
減ともに優先度が高いため、採用の乱高下が見られるで
しょう。人工知能 / 機械学習は、フットプリントが大きく、
優先度が採用に強く傾いているため、技術スタッフにとっ
ての技術機会としてかなりの安定性を持っています。また、
Kubernetes もユニークな位置づけにあります。ボリュー
ムが多い技術分野ではありませんが、その優先度は、ス
タッフを増やす場合は 90%、減らす場合はわずか 33%
となっています。このことは、スタックランキングの急上
昇を説明するのに役立っています。

パート 2：2023 年のスキルアップ トレンド

2023 年技術者人材の現状調
査によると、クラウド / コンテ
ナ技術、サイバーセキュリティ、
人工知能 / 機械学習といった
新しい技術分野では、スキル
アップが不可欠であることに
変わりはありません。テクノ
ロジーが進化し、新しい分野
が登場する中、組織が技術業
界で競争力を維持するために
は、継続的なスキルアップが
不可欠であることが調査デー
タからわかります。組織は、
従業員のスキルアップのため
に、トレーニングの機会を提
供したり、これらの分野で関
連する経験を持つ新しい人材
を採用したりするなど、さま
ざまなアプローチを採用して
います。

重要なこと

写真：THE LINUX FOUNDATION / KUBECON EUROPE 2023
 17

2023 年 技術者人材の現状レポート



18A GUIDE TO ENTERPRISE OPEN SOURCE

パート 3

2023 年の 
技術者不足への
対応



パート 3：2023 年の技術者不足への対応

企業は、こうした新しい分野でのスキルアップの必要性に
対応するため、既存の従業員のトレーニングや新しい人
材の採用に目を向けています。図 7 によると、71% の組
織が、技術スタッフに適切なスキルを確保するために取っ
た措置として、その新技術の経験を持つ IT プロフェッショ
ナルを新たに採用することを挙げています。同時に、
70% の組織が、新技術の導入時に、既存の技術スタッフ

にトレーニングの機会を提供しています。

組織の技術ニーズに対応するためのこの 2 つのアプロー
チは、非常に効果的かつ補完的であるため、人気があり
ます。IT プロフェッショナルを新たに雇用することは、
組織に新しいスキルを導入する上で非常に効果的な方法
です。しかし、適切な人材の確保と採用には時間がかか

り、文化的・経済的に合わない場合は離職率が高くなる
ため、リスクが高い場合もあります。また、既存スタッ
フのスキルアップは、既存スタッフにインセンティブを与
え、候補者の供給が良く、従業員と雇用者の最適な適
合を見つけることが複雑でない、より上級でないスタッ
フを補充する方法を提供します。この 2 つのアプローチ
を組み合わせることで、企業はテクノロジースキルのポー
トフォリオを拡大し、向上させるべきという基盤が形成
されます。

図 7 に示すように、組織の規模が異なると、技術スキル
のポートフォリオを拡大・向上させるためのアプローチも
異なっています。具体的には、以下の通りです：

• 従業員数が 250 人未満の組織は、トレーニングに
重点を置き、新規採用やコンサルタントの採用はあ
まり行いません。

• 従業員数が 5,000 人以上の組織では、IT プロフェッ
ショナルを新たに採用したり、コンサルタントを雇っ
たりする傾向が強い。

重要なのは、規模の大小にかかわらず、ほとんどの組織
が、社内の技術者リソースをより深く、より広く拡張する
ために、トレーニングは必須のアプローチであると考え
ていることです。

エンドユーザー組織は、表 A24 に示すように、技術系企
業よりもいくつかのアプローチを試みる傾向があり、ト
レーニングを必要とするものが 47% であるのに対し技術
系企業の 35%、トレーニングを提供するものが 77% で
あるのに対し技術系企業は 67% でした。
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��%
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��%

��%
��%

従業員数1～249名従業員数250名～4,999名従業員数5,000人以上合計

既存の技術スタッフへの
追加トレーニングを要求する

プロジェクトを支援したり、
既存技術スタッフのトレーニングを行うための

コンサルタントを採用する

既存の技術スタッフへの
トレーニング機会を提供する

新技術の経験を持つIT専門家を
新たに採用する

2023 年技術者人材の現状調査、Q22 を Q14 で区分、サンプル数＝ 417、有効件数＝ 417、DKNS の回答は分析対象外

図 7 

組織の技術スキルのポートフォリオを拡大し、 
改善するためのアプローチ
あなたの会社で新しい技術が使われるようになった時、技術スタッフに適切なスキルを持たせるた
めにどのような手段をとっていますか？ を、あなたの組織の総従業員数は何人ですか？ で区分。
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人材不足時の組織技術力の拡
大・向上
組織は、図 8 に示すように、必要なスキルを持つ候補者が
見つからない場合、プロジェクトの遅延や既存従業員のト
レーニングを求める必要性に直面します。リソースが不足
しているときに組織のテクノロジー スキルを拡大・向上さ
せるための主要なアプローチは、既存の従業員に対するト
レーニングです。適切な技術者候補が見つからない場合
に、既存の従業員にトレーニングを求める組織は 58% で、
前年の 50% から増加し、前年比 16% 増となりました。

技術スキルの必要性に対処するための 2 番目の有力なア
プローチは、密接な適合が発見されるまで探し続けるこ
とです。2023 年には 55% の組織がこのアプローチを支
持しており、2022 年の 41% から増加し、前年比 34%
の伸びを反映しています。ユニークなスキルを持つシニ
ア エンジニアに代わるものがない場合もありますが、こ
のユニークさは適格な候補者が少ないことを意味するた
め、見つけ、獲得し、維持することがより困難になります。

さらに、コンサルタントを雇うことはあまり一般的ではな
くなりつつあり、2023 年にこの方法を選択する組織は
2022 年の 48% から 38% にとどまり、21% の減少につ

パート 3：2023 年の技術者不足への対応
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2022

2023技術プロジェクトや
技術展開を先延ばしにした

コンサルタントを雇った

近いものを見つけるまで
探し続けた

既存従業員への
教育を実施した

2023 年技術者人材の現状調査、Q25、2023 年サンプル数＝ 385、有効件数＝ 385、総言及数＝ 698、2022 年サンプル数＝
477。

2022 年、オープンソース関連のスキルを持つプロフェッショナルの発掘について、採用マネージャーに質問しました。 
すべての回答の選択肢がグラフに表示されているわけではありません。

図 8

訓練は、適格な候補者を見つけることができないことに 
対処するための主要な方法である
必要なスキルを備えた技術者の候補者を見つけることができない時、 
組織の要件をどのように満たしてきましたか？

ながりました。

トレーニングは従業員にとって
重要なインセンティブとなる
図 9 に示した組織の回答によると、2023 年に技術職の人
員を維持し、他社への転職を防ぐために必要なインセン
ティブは、「給与の増加」と「ワーク ライフ バランスの改善」
が上位に挙げられています。回答者の約半数がこの 2 つ
のインセンティブを選択しており、57% が給与の増加を、
50% がより良いワーク ライフ バランスの機会を重要な要
因として回答しています。報酬、ワーク ライフ バランス、
研修・資格取得は、引き続き雇用と定着のための重要な
要素となっています。

その他のインセンティブとしては、追加トレーニングの機
会や資格取得（50%）、柔軟なワーク スケジュールや在宅
勤務の機会（49%）、ボーナス対象になる機会（43%）が
相当数の回答者に選ばれています。トレーニングのインセ
ンティブは、2022 年 2 の普及率 40% から 2023 年には
50% に増加し、前年比 25% 増に相当します。

2  ソースはこちら：The 10th Annual Open Source Jobs Report, The 
Linux Foundation, June 2022.
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39% の回答者が業績に対する高い評価を要因として挙
げ、29% の回答者が興味のあるオープンソース プロジェ
クトにコントリビューションする機会に関心を示しまし
た。21% の回答者が追加のストックオプション / RSU / 
株式を選択しました。

全体として、採用マネージャーは、競争力のある報酬や
福利厚生パッケージの提供、専門的な能力開発やワーク 
ライフ バランスのための機会の提供が、技術系人材の確
保に重要な要素であると考えていることが、データから
うかがえます。さらに、ボーナスの支給や業績への評価
などのインセンティブを提供することも、人材の確保に

貢献する可能性があります。最後に、採用マネージャーは、
柔軟な勤務形態や個人的に関心のあるプロジェクトにコ
ントリビューションする機会を提供することは、技術系人
材を惹きつけ、維持するためのさらなる要因になると感
じています。

パート 3：2023 年の技術者不足への対応

図 9 

トレーニング / 資格取得、ボーナス、株式は、従業員の 
定着率のインセンティブとしてより一般的になっている
あなたの組織では、技術系の社員が他社に移ることを抑止するために、 
どのようなインセンティブを提供していますか？

2023 年技術者人材の現状調査、Q24、2023 年サンプル数＝ 418、有効件数＝ 418、総言及数＝ 1,529。

2022 年のサンプル数＝ 559。どちらのサンプルもテクノロジーの採用マネージャーを対象としていますが、2022 年ではオープンソースの人
材の定着に焦点を当てた質問になっています。
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知らない、またはよくわからない

その他（具体的に記入してください）

現時点では、インセンティブはない

追加型ストック オプション/RSU/エクイティ

自分が興味のあるオープンソース 
プロジェクトに貢献する機会

業績に対する高い評価

ボーナスを受け取る機会

フレックスタイム制や
在宅勤務の機会

トレーニングの機会や認定の追加

ワーク/ライフ バランスの改善

給与の増額

重要なこと

2023 年技術者人材の現状調査は、競争
の激しい労働市場において、企業が技術
系人材を採用する際に遭遇する困難につ
いて明らかにしています。熟練した技術
者の需要は高いものの、労働力の利用可
能性は依然として重要な度合いで、すぐ
に解決できるものではないことが明らか
になりました。企業は、技術者不足を解
決するために採用だけに頼ることはでき
ません。既存社員のスキルアップ、給与、
ワーク ライフ バランス、オープンソース 
プロジェクトへの参加機会の提供など、
別の戦略が、優秀な人材の獲得と定着を
目指す企業にとって不可欠となります。
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パート 4

採用と 
オンボーディング 
プロセスは 
2023 年の課題

写真：CARLOS ARTHUR M.R ON UNSPLASH



困難な状況に対処するための
最良の方法としてスキルアップ
が浮上
図 10 に示すように、技術系人材の採用担当者の 84% が、
確かなスキルを持つ新しい技術系スタッフを採用するた
めの合理的な方法が必要であることに同意（強く同意、
やや同意）しています。さらに、78% が間違った候補者
を採用し、再びオンボーディングすることが問題であるこ

とに同意しています。これに対し、64% は、採用にはコ
ストと時間がかかり、適切な候補者にたどり着けないこ
とが多いことに同意しています。64% は、オンボーディ
ングが他の重要なプロジェクトから貴重な内部リソースを
あまりにも長い間奪うことに同意しています。

スキルアップには課題があります。55% の企業が、スキ
ルアップが新しいポジションの充足に役立つことに同意し
ていますが、しばしば補充の必要性が残ります。幸いな
ことに、ジュニアの採用はシニアの採用よりもほぼ常に

簡単です。47% の組織が、スキルアップに時間がかかり
すぎる、あるいは複雑な役割のトレーニングに効果がな
いと述べているが、39% の組織がこの意見に同意してい
ないことは注目に値します。最後に、47% の組織が、ス
キルアップは幅広い主題を教えるのに適していないことに
同意しています。31% の組織がこの最後の声明に同意し
ておらず、スキルアップが大学や上級学位の代わりとなる
ことを期待するのは不適切としています。

まったく同意しないあまり同意しない同意でも不同意でもないやや同意する強く同意する 知らない、またはよくわからない

上級職には幅広い分野の
専門知識を教えることができず、

スキルアップが効かない

スキルアップに時間がかかりすぎる、または
複雑な役割のトレーニングに効果がない

空いたポジションを補充
しなければならないため、

スキルアップしたスタッフでは対応できない

オンボーディングは、
他の重要なプロジェクトから

貴重な社内リソースを奪い、時間がかかる

採用活動はコストと時間がかかり、また、
そのポジションにふさわしい候補者が

見つからないことが多い

誤った候補者を採用し、
再度オンボーディングしなければ

ならないのは問題である

確かな技術を持つ
新しい技術者を採用するための
合理的な方法が必要である
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パート 4：採用とオンボーディング プロセスは 2023 年の課題

図 10

困難な状況に対処するにはスキルアップが最善の方法
技術者のスキルアップ、採用、オンボーディング、定着について、どのようにお考えですか？

2023 年技術者人材の現状調査、Q26、Q27、サンプル数＝ 418。
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2023 年の採用活動には時間
がかかる
図 11 に示すように、技術職の充足にかかる時間は、大き
く異なることがわかります。ほとんどの回答者が、技術職
の採用には 1 ～ 6 か月かかると回答し、40% が 1 ～ 3 か
月、29% が 4 ～ 6 か月かかると回答しています。

調査データの平均値によると、技術職の採用には 3 か月
以上かかると回答した人が約 48% と、約半数を占めて
います。このことは、優秀な候補者をタイムリーに見つけ、
採用することの潜在的な課題を浮き彫りにし、事業運営
や成長に影響を与える可能性があることを示しています。

回答者は、技術職の充足にかかる待ち時間も長く、11%
が 7 ～ 9 か月、8% が 10 ～ 12 か月かかると回答してい
ます。技術職の採用には 12 ヶ月以上かかると回答した
のは 3% と少数派でした。

一方、技術職の採用まで 1 か月未満と回答した人はわず
か 8% で、有能な候補者を迅速に見つけることが困難で
あることが提示されています。これは、現在の採用市場
における技術系人材の需要や、技術系ポジションに求め
られる専門的なスキルや経験によるものと思われます。

技術職の平均充足期間は 4.3 か月です。

全体として、技術職の採用には数か月かかることが提示
されており、組織は技術職の人材を引き付け、維持する
ための計画を立て、積極的な手段を講じる必要があるこ
とを示しています。これには、競争力のある報酬や福利
厚生パッケージの提供、専門的な能力開発と成長のため
の機会の提供、有能な候補者を引き付け定着するための
前向きな職場文化の促進などが考えられます。

パート 4：採用とオンボーディング プロセスは 2023 年の課題
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図 11

空いている技術職を埋める時間
技術職の採用にはどれくらいの時間がかかりますか？

2023 年技術者人材の現状調査、Q29、サンプル数＝ 418。

組織は、離職率を下げ、効率を上げるために、採
用やオンボーディングのプロセスを合理化する必
要があります。効率的なプロセスを導入していても、
採用やオンボーディングに時間がかかっていること
が調査データからわかります。離職率が高いとい
うことは、外部の採用活動に頼るだけでなく、既
存の従業員のスキルアップを図る方が、組織にとっ
てより有益であることを示しています。重要なのは、
人材ニーズに対応するために、「上記のすべて」の
戦略を用いることです。

重要なこと

 24

2023 年 技術者人材の現状レポート



さらに、人材派遣会社と提携したり、オンライン プラッ
トフォームを活用して潜在的な候補者とつながるなど、
採用の代替アプローチを検討する必要があるかもしれま
せん。採用・定着に積極的かつ戦略的なアプローチを取
ることで、企業は技術者獲得という競争の中で成功する
ためのより良いポジションを確保することができます。

長い募集時間とオンボーディ
ング時間は適合度を保証しな
い
図 12 の左のチャートは、オンボーディングに時間がかか
ることを示しています。40% の組織では、オンボーディ
ングに 1 ～ 3 か月かかっています。さらに、32% の組織
が 3 か月以上かかると報告しています。全組織の平均は、

パート 4：採用とオンボーディング プロセスは 2023 年の課題

オープンソースに関連するスキルを持
つプロフェッショナルを見つけること
の難しさは、過去 10 年間一貫して
困難であったため、今年の調査では
質問していません。しかし、今回の
調査では、新規採用者のオンボー
ディングと定着がもたらす影響がよ
り大きいことが明らかになりました。
2023 年の技術者配置の変化に対す
る戦略的な計画は非常に重要であ
り、組織は事業運営と成長への影響
を考慮する必要があります。競争力
と関連性を維持するためには、ソフ
トウェア開発、テクニカル サポート、
スタッフ トレーニングの優先順位が
不可欠です。組織は、人材配置の変
更に積極的に取り組むことで、動的
なデジタル環境での成功に向けて自
らを位置づけることができます。

重要なこと
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2023 年技術者人材の現状調査、Q30、サンプル数＝ 418。 2023 年技術者人材の現状調査、Q31、サンプル数＝ 39。

図 12 

オンボーディングに時間がかかるが、離職率は高止まりしている
新しい技術者を通常の生産性に 
導くまでのオンボーディング  
プロセスにはどれくらいの時間が 
かかりますか？

新規採用した技術スタッフのうち、 
入社後 6 か月以内に退職した、 
または退職を求められた人の割合は 
平均でどのくらいですか？
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オンボーディング プロセスに 2.6 か月かかっています。

図 12 の右側のチャートは、自発的であれ非自発的であ
れ、従業員の離職を表しています。38% の組織が、4
～ 6 か月以内に新入社員の 0 ～ 10% を失っています。
この割合は、離職者が増えるにつれて減少する傾向です
が、全体平均は 29% とやや高くなっています。新入社員
のほぼ 3 人に 1 人が入社後 6 ヶ月以内に退職しています。

これは驚くほど高い指標で、採用とオンボーディングに
対する従来のアプローチがうまくいっていないことを示し
ています。平均採用期間が 4.3 か月、オンボーディング
が平均 2.6 ヶ月であることを考えると、新入社員 1 人に
8 ～ 13 ヶ月の投資をした後、3 人に 1 人を置換する必要
があることになります。

多くの企業にとって、適切な候補者の募集と採用は、コ
ストと時間がかかるだけでなく、しばしば効果のないプ
ロセスであることが証明されています。そのため、組織は、

従業員が急速に変化するテクノロジーの世界で成功する
ために必要なスキルを確実に身につける必要があります。
技術的な専門知識に対する需要がますます高まる中、既
存のスタッフをトレーニングし、認定することは非常に重
要です。

採用やオンボーディングを成功させるには、
多大なリソースと時間が必要であり、難しい
ことです。しかし、スキルアップは、プロセ
スにおける潜在的な障害に対して、驚くほ
ど効果的な解決策となります。スキルアップ
と認定資格は、技術者不足に対処すること
ができます。これらのプログラムは、入社
前のテストや認証を通じて、社内の候補者
が開発した技術スキルを確認することがで
きます。効果的なオンボーディングとスキル
アップは高く評価され、成功に不可欠なも
のです。中小企業では、これらのプログラ
ムに投資する可能性は低いかもしれません
が、技術主導のビジネス環境がますます進
む中で、技術者が必要なスキルを確実に身
につけるためには、その価値を認識するこ
とが重要です。

重要なこと

PART 4: RECRUITMENT AND ONBOARDING PROCESSES CREATE CHALLENGES IN 2023

写真：DESOLA LANRE-OLOGUN ON UNSPLASH
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27A GUIDE TO ENTERPRISE OPEN SOURCE

パート 5

2023 年に増加した
既存スタッフの 
トレーニングと 
認定の必要性

写真：THE LINUX FOUNDATION / KUBECON EUROPE 2023



パート 5：2023 年に増加した既存スタッフのトレーニングと認定の必要性

資格や技術力の認定が採用プロセスを向上させる
図 13 に示すように、技術的なスキルを確認するための認
定試験や入社前試験に対する回答者の強い要望がありま
す。81% が、入社前テストを必須とすることに同意（強く
同意する、やや同意する）しています。入社前テスト、特
にシナリオやケース スタディ テストは、候補者が応募し
ている職務に関連するスキルのポートフォリオを持ってい
ることを検証する効果的な方法です。

技術系人材を採用する人の 73% が、主張する技術力を
確認するために認定資格を必須とすることに同意してい
ます。認定資格は、セキュアなソフトウェア開発など、
特定のテーマ領域に関する知識を実証的に検証するため
の証明書です。認定資格は、候補者が職務に適合してい
ることを示す積極的な方法であり、入社前試験に伴うプ
レッシャーやリスクを軽減するのに役立ちます。

要求された技術力を
確認できる

雇用前テストが必要

技術者すべてが同じではない - 
スキル、方法論、アプローチに関する
共通のベンチマークを持っていない

要求される技術力を確認できる
認定証は必要である

最近の技術者のレイオフで、
優秀な候補者を見つけるのが

簡単になった

強く同意する やや同意する 同意でも不同意でもない あまり同意しない まったく同意しない 知らない、またはよくわからない
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図 13 

テストと認定は、技術的スキルを検証し、雇用を合理化する方法 
技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか 

写真：THE LINUX FOUNDATION / KUBECON EUROPE 2023

2023 年技術者人材の現状調査、Q27、サンプル数＝ 418。
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スキルアップは現在、組織が技術スキルを拡大し向上させるた
めに使用する主要なアプローチ
図 14 に示すように、スキルアップや認定資格は高く評価
されています。組織の 91% は、IT スタッフの技術スキル
を拡大または向上させるためのスキルアップが、非常に
重要であるか、または非常に重要であると考えています。
77% の組織は、認定されたスキルが重要であると回答し
ています。これは、認定がトレーニングを検証する方法
であるためです。意外なことに、58% の組織が大学や専
門学校の学位を重要視しています。大学や専門学校の学
位は、クリティカルな思考や意思決定のスキルを身につ
けるのに役立ちますが、トレーニングや認証は、ドメイ

ン固有のスキルを教え、検証する上で比類のないもので
す。

技術者不足への対応（図 7）でも述べたように、スキルアッ
プや資格取得の機会に投資することは、中小企業にとっ
て費用対効果が高くなっています。急速に変化する技術
環境の中で活躍するために必要なスキルを、既存のスタッ
フが確実に身につけるのに役立ちます。

パート 5：2023 年に増加した既存スタッフのトレーニングと認定の必要性
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図 14 

スキルアップや資格取得は、従来の大学教育よりも重要視されている
あなたの組織の技術的なニーズに対応するために、次のアプローチはどの程度重要ですか？
2023 年技術者人材の現状調査、Q23、サンプルサイズ＝ 418。

PHOTO FROM THE LINUX FOUNDATION / KUBECON EUROPE 2023
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パート 6

2023 年における 
技術スタッフの増加、 
一時停止、 
削減の影響



技術スタッフの増員、一時停止、削減は、いずれも組織
にプラスとマイナスの影響を与えます。組織は、このよう
な変化に対して、次のようなさまざまな方法で対処するこ
とができます：

• 技術的負債をバッファーとして使う 
• 時間枠を調整する 
• 請負業者、管理サービス プロバイダー、オフショア 

リソースの拡大（許可されている場合のみ）
• ワークロードの調整 
• スタッフの能力をプロジェクトのニーズに合わせて調

整するためのトレーニングの利用
• 技術スタッフのワークロードの調整

スキルアップは、技術力を製品ニーズに
合わせるための有力なソリューション
図 15 に示すように、組織内の技術者育成の認識は、市
場環境にどのように適応し、調整する必要があるかにか
かわらず、重要です。

新規採用者や既存スタッフが、スタッフの増加、スタッフ
採用の一時停止、スタッフ離脱後の再配置などに対応し、
組織のニーズに俊敏に対応できるようにするためのアプ
ローチとして、スキルアップが現在主流となっています。

図 15 によると、60% の組織が、技術者の人数を増やす
際に、スタッフのスキルアップを図っていることがわかる。
技術者の採用を一時停止している組織の 50% は、変化
するビジネス ニーズに基づいてリソースを再配分するため
にトレーニングを利用しています。これは、他の選択肢に
手が届かない場合に、変化するワーク ロードに対処する
方法を柔軟に最適化するためです。技術スタッフの削減
に直面している組織の 52% は、採用を一時停止しなけ
ればならなかった組織と同じように、スタッフのスキルアッ
プのためにトレーニングを利用しています。
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オフショア アウトソーシングの利用を減らし、

コスト管理を強化する

一部プロジェクトの中止

残りの技術スタッフには
大きな影響はない

重要なギャップを埋めるための請負業者や
マネージド サービス プロバイダーの

活用が増える/減る

技術的負債が増える/減る

オフショア アウトソーシングの
利用を増やし、コスト管理を強化する

製品の納期が
延びる/短くなる

技術スタッフ�人あたりの
仕事量が増える/減る

トレーニングが既存の技術スタッフの
スキルアップに活用され、

組織の生産性を高めている

技術スタッフの削減
技術者採用計画の凍結
技術スタッフの増加

図 15 

技術者採用計画の変更がもたらすプラスとマイナスの影響
技術スタッフの採用において、2023 年にどのような影響が発生したか、 
または発生する可能性はありますか？

【回答の選択肢は状況によってわずかに異なります】

2023 年技術者人材の現状調査、Q49（増加）、サンプル数＝ 235、有効件数＝ 235、総言及数＝ 571。
2023 年技術者人材の現状調査、Q44（凍結）、サンプル数＝ 189、有効件数＝ 189、総言及数＝ 428。
2023 年技術者人材の現状調査、Q49（削減）、サンプル数＝ 82、有効件数＝ 82、総言及数＝ 208。

パート 6：2023 年における技術スタッフの増加、一時停止、削減の影響
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また、図 15 では、人員削減や採用計画の一時停止によっ
て、仕事量の増加や製品提供までの期間の長期化といっ
たマイナスの結果が生じやすいことも指摘しています。具
体的には、人員削減する予定の組織の 43%、および採
用計画を凍結する予定の組織の 37% が、製品提供の時
間枠を延長することを見込んでいます。一方、人員増を行
う組織のうち、市場投入期間の短縮につながると考えて
いるのは 25% に過ぎません。

同様に、人員を削減する組織の 39%、採用計画を凍結
する組織の 30% が、技術スタッフの仕事量が増加すると
考えています。一方、人員を増やす組織では、技術スタッ
フの仕事量が軽減されると考えているのは 26% に過ぎ
ません。

どのような技術スタッフの役割を追加す
るか、あるいは減らすか、その戦略は
千差万別
技術者を増やすことができる組織は、技術者の数を減ら
さなければならない組織よりも、予算の制約の中で多く
の柔軟性を持つことができます。

図 16 によると、組織がスタッフを増やす場合、既存の開
発チームの規模を拡大するため、または新しい開発チー
ムに参加させるためにスタッフを増やすことを重視してい
ることがわかります。開発者が 67% の組織で主要な焦
点となっており、シニア技術スタッフが 58%、ジュニア
技術スタッフが 51% と続いています。技術系組織の規模
が大きくなるにつれ、トレーニング（41%）とサポートスタッ
フ（40%）の追加ニーズが常に存在します。請負業者の
追加（22%）は、独自の要件やピーク時の負荷に対応す
るものです。

組織が人員削減を余儀なくされた場合、対処すべき懸念
はさまざまです。まず、40% の組織が指摘しているように、
契約社員を解雇し、まだ大きな経験を積み、付加価値
を生み出していない最近採用した技術スタッフ（34%）を
レイオフすることは明らかです。上級技術者の解雇を検
討するのはつらいことですが、彼らの報酬は、従来の開
発者（35%）や特に若手スタッフ（35%）に比べて、時と
して大きな額になることがあります。場合によっては、チー
ム全体のほとんどを廃止し、そのメンバーを他のチーム
に再配置することも可能です。この場合、人員削減の対
象となるスタッフは、より均等なアプローチとなります。

PART 6: THE IMPACT OF INCREASING, PAUSING, OR REDUCING TECHNICAL STAFF IN 2023
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図 16

技術スタッフの増加または減少によって 
最も影響を受けるスタッフのタイプ
御社ではどのような技術者を増やしたり減らしたりしていますか？ 

【組織が 2023 年に技術スタッフの人員を増加または削減する場合】

2023 年技術者人材の現状調査、Q48（スタッフの増加）、サンプル数＝ 235、有効件数＝ 235、総言及数＝ 711。
2023 年技術者人材の現状調査、Q38（スタッフの削減）、サンプル数＝ 82、有効件数＝ 82、総言及数＝ 229。
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図 17 は、開発者と IT マネジメントが最も多く採用されて
いることを示しています。具体的には、67% の組織が開
発者とエンジニアの技術スタッフ目標を増やしています。
さらに、エンジニアの種類を考慮に入れても、ソフトウェ
ア開発者が最も採用されやすいジョブであり、54% の組
織が技術スタッフの人員増強と開発者のターゲット拡大

を検討しています。IT マネジメントは 46% で、2 番目に
多く求められている職種です。

この調査から、興味深い傾向が明らかになりました：最
近の技術者レイオフによって優秀な候補者を見つけやす
くなったと考える組織は、技術者を増員する場合、IT マ

ネジメント職を採用する可能性が高くなります。平均的
な回答者では、IT マネジメント職の採用を検討している
のは 46% に過ぎないのに対し、シニア技術スタッフとも
いえるこれらの職務は、56% の組織でより大きな関心を
集めています。

パート 6：2023 年における技術スタッフの増加、一時停止、削減の影響
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図 17

開発者と IT マネジメントは、 
採用を増やしている組織で最も募集されている役割
どのような職種の技術者を求めていますか

2023 年技術者人材の現状調査、Q53、サンプル数＝ 235、有効件数＝ 235、総言及数＝ 950。

2023 年技術者人材の現状調査では、採用
の動きが活発化した場合も縮小した場合
も、トレーニングが不可欠であることが明
らかになりました。組織が人員削減や採用
計画を一時停止した場合、仕事量の増加や
製品納入期間の長期化といったネガティブ
な結果が発生しやすく、ジョブ削減は収益
の未達や景気への警戒感のせいにされま
す。さらに、人員削減の影響を最も受ける
のはシニアスタッフであり、開発者と IT マ
ネジメントは最も募集の多い職種です。

重要なこと
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明確なスキルアップの傾向
組織は、クラウド / コンテナ技術、サイバーセキュリティ、人工知能 / 機械学習などの新興技術分野における従業員のスキルアップ
に注力する必要があります。テクノロジーが常に進化する中、企業はトレーニングや資格取得の機会に投資し、従業員に競争力を
維持するために必要なスキルを確実に身につけさせる必要があります。今回の調査では、組織は従業員のスキルアップのために、トレー
ニングの機会を提供したり、これらの分野の経験を持つ新しい人材を採用したりするなど、さまざまなアプローチを行っていること
がわかりました。

新しい技術に対応し、市場での競争力を維持しようとする企業にとって、スキルアップに投資することは非常に重要です。

今日の雇用に関する課題には、多面的なアプローチが必要 
この調査結果は、今日の厳しい労働市場において、企業が技術系人材の採用で直面している困難さを浮き彫りにしています。
人材不足を解消するために、外部の採用活動に頼りたくなる企業もありますが、データからは、それだけでは不十分であることが示
唆されています。その代わりに、既存社員のスキルアップ、給与アップ、ワーク ライフ バランスの改善、オープンソース プロジェクト
に携わる機会の提供といった別のアプローチが、優秀な人材を効果的に惹きつけ、維持することができます。

企業は、現在の技術者不足がもたらす課題を克服するために、採用に対するアプローチに創造性を発揮し、代替策を検討する必
要があります。

組織は合理化された採用プロセスとオンボーディング プロセスを必要
としている
このデータから、企業は離職率を下げ、効率を上げるために、採用やオンボーディングのプロセスを合理化する必要があることが明
らかになりました。効率的なプロセスを導入しても、採用やオンボーディングに時間がかかるのは変わりません。離職率が高いとい
うことは、外部の採用活動に頼るのではなく、既存の従業員のスキルアップに注力した方が良いという提案です。

オンボーディングとトレーニング プログラムを改善することで、企業は離職率を減らし、新入社員が企業文化やチーム動線に効果
的に統合できるようになります。

結論と実行可能な洞察
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包括的なトレーニングや認定プログラムは、雇用を補完する必要があ
る
今年の調査結果は、技術者不足に対処するために、スキルアップと認定資格の機会に投資することの重要性を強調しています。認定
資格や入社前試験は、主張する技術的スキルを確認することができますが、スキルアップ、効果的なオンボーディング、認定資格は、
成功のために高く評価され重要です。

2023 年には、予算の制約が中小規模の組織と大規模組織の両方に影響を及ぼしています。技術主導のビジネス環境がますます進
む中で、技術スタッフが成功するために必要なスキルを保有するためには、トレーニングや資格取得の価値を認識することが不可
欠といえます。

採用数が増減する環境では、トレーニングと認定資格が重要
採用活動の増減にはトレーニングが欠かせません。また、このデータは、ジョブ削減が収益の未達や景気に対する警戒感の原因であ
ることを提案しており、雇用や人員配置の決定に戦略的なアプローチをとることの重要性を強調しています。組織は、シニアスタッフ
など人員削減の影響を最も受けるスタッフのタイプを認識し、開発者や IT マネジメントなど一般的に募集される職務に的を絞って、
戦略的に採用活動を行う必要があります。

人員削減や採用計画を一時停止している組織は、仕事量の増加や製品納入期間の長期化などの悪影響を防ぐために、既存の労働
力のスキルアップに注力する必要があります。
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方法論
本調査について
調査の観点からは、サンプルの偏りをなくし、高いデー
タ品質を確保することが重要でした。私たちは、使用可
能なサンプルの 80％をサードパーティのパネル プロバイ
ダーから、残りの 20％を Linux Foundation のメンバー
から調達することで、サンプルの偏りを排除しました。
また、回答者が所属する組織を代表して質問に正確に答
えられるだけの十分な知識と職業経験を持っていること
を確認するため、広範な事前スクリーニングとスクリー
ニング基準によってデータの質に対処しました。

Linux Foundation Training & Certification と Linux 
Foundation Research が実施した世界規模の調査の目
的は、技術系人材の雇用と管理に関する現在のトレンド
と課題に関する洞察を得ることでした。調査は 2023 年
2 月 23 日から 3 月 10 日まで実施し、ソーシャル メディア、
Linux Foundation および Linux.com のウェブサイト、
Linux Foundation のニュース レターなど、さまざまな
チャネルを通じて広報しました。

また、調査データの正確性と信頼性を確保するため、サー
ドパーティのパネル プロバイダーを活用し、80% の回答
者を獲得しました。これらの回答者は、本調査への参加
に対して名目上の報酬を受け取っています。重要なこと
は、調査参加者のスクリーニングは雇用状況に依存し、
フルタイムで雇用されている人だけが調査の対象となっ
たことです。どの組織にも所属していない人や、自分の
組織の採用計画や実践について話すことができない人
は、調査の対象にはなりませんでした。

調査には合計で 437 件の回答がありました。2023 年の
採用動向に関する質問に対する回答が得られないため、
19 件の回答を削除しました。本レポートの大部分で使
用した最終的なサンプル数は 418 人でした。調査データ
の誤差は、信頼度 95% で + / - 4.9% であり、調査結果
は統計的に有意であり、より広範な集団を代表するもの
であることが示されました。

使用したスクリーニング基準と調査データセットへのア
クセスの詳細については、http://www.data.world/
thelinuxfoundation を参照してください。

欠損データの取り扱い
回答者は調査のほぼすべての質問に回答することが求め
られますが（例外は開かれた質問のみ）、回答者が自分
の役割や経験の範囲外であるために質問に回答できな
い場合があります。そのため、質問に対する回答リスト
に DKNS の回答を追加することが頻繁にあります。しか
し、この場合、DKNS の回答をどうするかという難問が
発生します。

一つの方法として、他の回答と同じように扱う方法があ
ります。この方法では、レポート読者は DKNS と回答し
た回答者の割合を確認することができます。この方法の
利点は、収集したデータの正確な分布が報告されること
です。このアプローチの問題点は、有効回答（回答者が
質問に答えることができた回答）の配布を歪めてしまう
ことです。

本レポートの一部の分析では、DKNS を除外しています。
これは、データの欠落が、ランダムな欠落（MAR）また
は完全なランダムな欠落（MCAR）のいずれかに分類さ
れる場合に発生する可能性があります。質問から DKNS
のデータを除外しても、他の回答のデータ（カウント）
の分布は変わりませんが、残りの回答全体の回答の割合
を計算するために使用する分母のサイズは変わります。
これは、DKNS の回答数に対して、残りの回答のパーセ
ント値を比例的に増加させる効果があります。それに応
じて、有効なケースの数が調整されます。DKNS データ
を除外することを選択した場合、図の脚注を注意深く検
討することで、サンプル数（DKNS を含む）と有効ケース

（DKNS を除外）の差に基づいて、DKNS 回答数を決定
することができます。

最後に、本レポートに記載されているパーセンテージの
値は、四捨五入の関係で合計が 100% にならない場合
があります。



対象層
図 18 は、従業員と組織の対象の層を組み合わせたもの
です。組織本部の所在地は、北米が 45%、欧州が
25%、インドが 19%、その他アジア太平洋諸国が 10%
であり、全世界を対象とした調査でした。

2 番目のパネルで収集した企業規模データ（組織の従業
員数）は、もともと 7 つの規模に分類されています。こ
のデータを集計し、3 つのカテゴリーに分類しました： 従
業員数 1 ～ 249 人（18%）、250 ～ 4,999 人（53%）、5,000
人以上（29%）です。

図 18 の 3 番目のパネルは、組織の種類の分布を示した
ものです。サンプルの 35% は、ビジネス活動をサポート
するために IT 製品やサービスを主に使用（消費）するエ
ンドユーザー組織と分類されました。これは、エンドユー
ザーに販売するための水平および垂直方向の IT 製品や
サービスを作成することを主な活動としているベンダー
やサービス プロバイダー（55%）とは対照的です。これ
により、学術、研究、政府、非営利団体、財団、その
他の分野に属する組織が 10% 残っています。

4 番目のパネルは、回答者の役割を分類したものです。
回答者の 72% が採用マネージャー、17% がタレントマ
ネジメント、6% が学習と開発の専門家、3% が社内採
用担当者、1% が指定された分野に関連するその他の分
野であることがわかりました。

��%
��%
��%

��%
�%
�%
�%

�%
�%
�%
�% その他の団体

政府関連機関
組み込みシステム ベンダー
非営利団体または財団
学術または研究機関
ソフトウェア再販業者またはディストリビューター
ハードウェア/ソフトウェア サプライヤー
ハードウェア/ソフトウェア ベンダー

クラウド サービス プロバイダーまたは
マネージド サービス プロバイダー

システム インテグレーターまたはITコンサルティング企業

おもにビジネス活動をサポートする目的で
IT製品/サービスを利用する「エンドユーザー」組織

���～�,�����%

�,���～��%

�～�����%米国またはカナダ

インド
その他の場所

ヨーロッパ
（東部・西部、ただしロシアを除く）

��%

��%

��%
��%

��%
��%
�%
�%
�% その他

社内のリクルーター
社内の学習&開発プロフェッショナル
社内の人事/人材マネージャー

私は自分のチームや部署で
働く技術者を採用している

��%
��%
��%

��%
�%
�%
�%

�%
�%
�%
�% その他の団体

政府関連機関
組み込みシステム ベンダー
非営利団体または財団
学術または研究機関
ソフトウェア再販業者またはディストリビューター
ハードウェア/ソフトウェア サプライヤー
ハードウェア/ソフトウェア ベンダー

クラウド サービス プロバイダーまたは
マネージド サービス プロバイダー

システム インテグレーターまたはITコンサルティング企業

おもにビジネス活動をサポートする目的で
IT製品/サービスを利用する「エンドユーザー」組織
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私は自分のチームや部署で
働く技術者を採用している

図 18 
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私は自分のチームや部署で
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採用プロセスにおける役割

2023 年技術者人材の現状調査、Q2、サンプル数＝ 418。
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クラウド サービス プロバイダーまたは
マネージド サービス プロバイダー

システム インテグレーターまたはITコンサルティング企業

おもにビジネス活動をサポートする目的で
IT製品/サービスを利用する「エンドユーザー」組織
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私は自分のチームや部署で
働く技術者を採用している

組織の種類

2023 年技術者人材の現状調査、
Q10、サンプル数＝ 418。

2023 年技術者人材の現状調査、Q14、サンプル数＝ 417。
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39A GUIDE TO ENTERPRISE OPEN SOURCE

付録 A
付録 A の内容には、報告書で参照されているすべての質問と選択されたクロス集計
の頻度が含まれています。自由記述の質問は、この付録には含まれていません。 
調査票の完全な PDF は、www.data.world/thelinuxfoundation を参照してください。
付録 A には、71 の表（A1 ～ A71）が含まれています。



付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

A1 Q1：あなたは、情報技術（IT）の専門家を雇用または募集している人ですか？（1 つ選択）

はい 418 100%

いいえ 0 0%

計 418  

A2 Q2：あなたはどのようなタイプの採用 / ソーシング担当者ですか？（1 つ選択）

私は自分のチームや部署で働く技術者を採用している 302 72%

社内の人事 / 人材マネージャー 72 17%

社内の学習 & 開発プロフェッショナル 27 6%

社内のリクルーター 13 3%

その他（具体的に記入してください） 4 1%

計 418  

A3 Q3：ご自身の説明としてもっともあてはまるものをお答えください。（1 つ選択）

私は、実在する人間です 419 100%

私は、数行のコードです 0 0%

私は、ボットです 0 0%

私は、調査担当者にいたずらをしたいだけです 0 0%

知らない、またはよくわからない 0 0%

計 418  

A4 Q4：あなたの組織の採用計画や採用実践について語る場合、このアンケートではどのような視点で語りますか？（1 つ選択）

自分が働いている会社や企業全体について語ることができる 264 63%

私が所属する部署やグループについて語ることができる 122 29%

私は複数の事業体に勤務しているので、業界内で見たことを語ることができる 32 8%

自分自身についてだけ語ることができる 0 0%

知らない、またはよくわからない 0 0%

計 418  

A5 Q5：あなたの現在の雇用形態は？（1 つ選択）
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

フルタイムの従業員 399 95%

フルタイムまたはパートタイムの自営業者 13 3%

パートタイムの従業員 6 1%

学生（フルタイムまたはパートタイム） 0 0%

無職だが以前は職に就いており、求職中 0 0%

無職で現在求職活動をしていない 0 0%

退職している 0 0%

計 418  

A6 Q7：あなたの部下となる技術者は何人いますか？（1 つ選択）

0 8 3%

1 4 1%

2 〜 4 35 12%

5 〜 9 78 26%

10 〜 19 87 29%

20 〜 88 29%

知らない、またはよくわからない 2 1%

計 302  

A7 Q8：あなたの組織はどの国または地域に本部を置いていますか？（1 つ選択）

米国またはカナダ 188 45%

ヨーロッパ（東部・西部、ただしロシアを除く） 104 25%

インド 79 19%

アジア（中国・インド・日本・ロシア・オセアニアを除く） 7 2%

オセアニア（オーストラリア、ニュージーランドを含む） 6 1%

南アメリカ 5 1%

中東 4 1%

西および中央アフリカ 4 1%

日本 3 1%

メキシコ、中米、カリブ海地域 2 0%

東および南アフリカ 2 0%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

北アフリカ 1 0%

中国 1 0%

ロシア 1 0%

その他の国・地域（具体的にご記入ください） 11 3%

計 418  

A8 Q9：あなたの仕事上の立場に最も近い職務・領域は、以下のどれですか？（1 つ選択）

IT 開発 - ディレクターまたはバイスプレジデント 99 24%

人材の管理・採用 71 17%

ソフトウェア開発 - デベロッパー、エンジニア、アーキテクト 60 14%

IT 運用 - ディレクターまたはバイスプレジデント 59 14%

C レベル（CEO、CFO、CTO、CIO、CISO、CSO） 44 11%

システム運用、管理、SRE、または ITSM 24 6%

製品 / プロジェクト管理 15 4%

ソフトウェア デリバリー（テスト、パッケージング、リリース） 9 2%

技術トレーニング 6 1%

セキュリティ チーム 5 1%

データ サイエンティストまたは機械学習 4 1%

営業およびマーケティング 3 1%

オープンソース プログラム オフィス（OSPO）チーム 2 0%

ビジネス アナリスト 1 0%

法律顧問 1 0%

学術・教育関係者 1 0%

その他（具体的に記入してください） 14 3%

計 418  

A9 Q10：あなたが働いている組織について、最もよく当てはまる回答はどれですか？（1 つ選択）

おもにビジネス活動をサポートする目的で IT 製品 / サービスを利用する「エンドユーザー」組織 146 35%

システム インテグレーターまたは IT コンサルティング企業 100 24%

クラウド サービス プロバイダーまたはマネージド サービス プロバイダー 49 12%

ハードウェア / ソフトウェア ベンダー 42 10%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

ハードウェア / ソフトウェア サプライヤー 25 6%

ソフトウェア再販業者またはディストリビューター 10 2%

学術または研究機関 10 2%

非営利団体または財団 8 2%

組み込みシステム ベンダー 4 1%

政府関連機関 3 1%

その他の団体（具体的にご記入ください） 21 5%

計 418  

A10 Q11：あなたの組織が属する業界に最も近いものはどれですか？（1 つ選択）[ エンドユーザー組織のみ ]

製造業（組立またはプロセス） 25 17.1%

通信・インターネット サービス プロバイダー（ISP）・Web ホスティング 24 16.4%

医療 18 12.3%

金融サービス（銀行、保険、証券など） 14 9.6%

小売、卸売、および e コマース 13 8.9%

ビジネス サービス（会計、経営コンサルティング、法務など） 10 4.8%

建設 / エンジニアリング 7 3.4%

メディア（放送通信、エンターテインメント、出版、ウェブサイト、ソーシャル ネットワークなど） 5 2.1%

自動車産業 3 2.1%

教育（単科大学 / 総合大学） 3 2.1%

運輸・物流（自動車産業以外） 3 2.1%

鉱業・石油・ガス 2 1.4%

生命科学（バイオテック、製薬など） 2 1.4%

不動産、賃貸、リース 1 0.7%

地方自治体 1 0.7%

教育（幼稚園から高校 / 初等教育 / 中等教育） 1 0.7%

コンシューマー パッケージ製品 1 0.7%

農業 1 0.7%

ホスピタリティ、トラベル 1 0.7%

政府（連邦 / 国家） 0 0.0%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

ユーティリティ／エネルギー 0 0.0%

その他（具体的に記入してください） 11 6.8%

計 146  

A11 Q12：あなたの組織が属する業界に最も近いものはどれですか？（1 つ選択）【ベンダーとサービス プロバイダー組織のみ】

異業種情報化（IT ベンダー、サービス プロバイダー、メーカーなど） 108 39.7%

通信・インターネット サービス プロバイダー（ISP）・Web ホスティング 25 9.2%

医療 23 8.5%

金融サービス（銀行、保険、証券など） 14 5.1%

小売、卸売、および e コマース 12 4.4%

製造業（組立またはプロセス） 11 4.0%

ビジネス サービス（会計、経営コンサルティング、法務など） 10 3.7%

教育（単科大学 / 総合大学） 9 3.3%

自動車産業 7 2.6%

建設 / エンジニアリング 7 2.6%

政府（連邦 / 国家） 6 2.2%

教育（幼稚園から高校 / 初等教育 / 中等教育） 5 1.8%

メディア（放送通信、エンターテインメント、出版、ウェブサイト、ソーシャル ネットワークなど） 4 1.5%

コンシューマー パッケージ製品 4 1.5%

運輸・物流（自動車産業以外） 4 1.5%

地方自治体 2 0.7%

ユーティリティ／エネルギー 2 0.7%

生命科学（バイオテック、製薬など） 1 0.4%

鉱業・石油・ガス 1 0.4%

不動産、賃貸、リース 1 0.4%

ホスピタリティ、トラベル 1 0.4%

農業 0 0.0%

その他（具体的に記入してください） 15 5.5%

計 272  
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

A12 Q11 ＋ Q12：あなたの組織が属する業界に最も近いものはどれですか？（1 つ選択）

異業種情報化（IT ベンダー、サービス プロバイダー、メーカーなど） 108 25.8%

通信・インターネット サービス プロバイダー（ISP）・Web ホスティング 49 11.7%

医療 41 9.8%

製造業（組立またはプロセス） 36 8.6%

金融サービス（銀行、保険、証券など） 28 6.7%

小売、卸売、および e コマース 25 6.0%

ビジネス サービス（会計、経営コンサルティング、法務など） 20 4.8%

建設 / エンジニアリング 14 3.3%

教育（単科大学 / 総合大学） 12 2.9%

自動車産業 10 2.4%

メディア（放送通信、エンターテインメント、出版、ウェブサイト、ソーシャル ネットワークなど） 9 2.2%

運輸・物流（自動車産業以外） 7 1.7%

教育（幼稚園から高校 / 初等教育 / 中等教育） 6 1.4%

政府（連邦 / 国家） 6 1.4%

コンシューマー パッケージ製品 5 1.2%

地方自治体 3 0.7%

生命科学（バイオテック、製薬など） 3 0.7%

鉱業・石油・ガス 3 0.7%

ホスピタリティ、トラベル 2 0.5%

ユーティリティ／エネルギー 2 0.5%

不動産、賃貸、リース 2 0.5%

農業 1 0.2%

その他（具体的に記入してください） 26 6.2%

計 418

A13 Q13：IT ワークロードの何パーセントがパブリック クラウドで稼働していますか？（0% と 100% の間でパーセント値を選択）

1 〜 20% 29 7%

21 〜 40% 60 15%

41 〜 60% 104 27%

61 〜 80% 118 30%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

81 〜 100% 81 21%

計 392  

A14 Q14：あなたの組織の総従業員数は何人ですか？（1 つ選択）

1 〜 49 28 7%

50 〜 249 48 11%

250 〜 999 103 25%

1,000 〜 4,999 119 28%

5,000 〜 9,999 50 12%

10,000 〜 19,999 16 4%

20,000 〜 53 13%

知らない、またはよくわからない 1 0%

計 418  

A15 Q15：2022 年中に技術者の人数にどのような変化がありましたか？（1 つ選択）

2022 年に技術系の人員に変化はなかった 77 18%

2022 年に技術系人員を削減した 81 19%

2022 年に技術系人員を増員した 254 61%

知らない、またはよくわからない 6 1%

計 418  

A16 Q16：2022 年にレイオフまたは退職した技術者数は、組織の技術者数の約何パーセントですか？（0% と 100% の間のパーセント値を選択してください。）【回答
者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

0% 1 1%

1 〜 20% 40 50%

21 〜 40% 12 15%

41 〜 60% 11 14%

61 〜 80% 9 11%

81 〜 100% 7 9%

計 80  

A17 Q16：2022 年にレイオフまたは退職した技術者数は、組織の技術者数の約何パーセントですか？を Q14：あなたの組織の総従業員数は何人ですか？で区分

1 〜 249 人
250 〜 4,999
人 5,000 人以上
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

0% 0% 2% 0%

1 〜 20% 36% 43% 71%

21 〜 40% 43% 10% 8%

41 〜 60% 21% 21% 13%

61 〜 80% 0% 19% 4%

81 〜 100% 0% 14% 4%

計 80

A18 Q17：2022 年に組織の技術系人員の約何パーセントが追加されましたか？（0% と 100% の間でパーセント値を選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフ
の増加をする場合】

0% 0 0%

1 〜 20% 113 46%

21 〜 40% 53 22%

41 〜 60% 31 13%

61 〜 80% 29 12%

81 〜 100% 18 7%

計 244  

A19 Q18：2023 年初頭の時点で、あなたの組織に何人の技術スタッフがいたかを推定してください。（1 つ選択）

1 〜 9 23 6%

10 〜 24 36 9%

25 〜 49 39 9%

50 〜 99 29 7%

100 〜 249 47 11%

250 〜 499 46 11%

500 〜 999 57 14%

1,000 〜 2,499 41 10%

2,500 〜 4,999 31 7%

5,000 〜 9,999 28 7%

10,000 〜 14,999 5 1%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

15,000 〜 19,999 6 1%

20,000 〜 27 6%

知らない、またはよくわからない 3 1%

計 418  

A20 Q19：あなたの組織の技術スタッフの 1 人当たりの平均的な報酬総額（給与＋賞与）を米ドルで教えてください。（1 つ選択）

$0–$24,999 28 7%

$21,000–$49,999 55 13%

$50,000–$74,999 90 22%

$75,000–$99,999 77 18%

$100,000–$124,999 57 14%

$121,000–$149,999 14 3%

$150,000–$174,999 31 7%

$171,000–$199,999 16 4%

$200,000–$224,999 13 3%

$225,000–$249,999 8 2%

$250,000 以上 16 4%

知らない、またはよくわからない 13 3%

計 418  

A21 Q20：2022 年からの経済的な懸念により、あなたの組織は 2023 年の技術職の人員採用計画を変更または修正しましたか？（1 つ選択）

はい 247 59%

いいえ 154 37%

知らない、またはよくわからない 17 4%

計 418  

A22 Q21：技術者が配置されているのは、次の技術分野のうちどれですか ?（該当するものをすべて選択）

クラウド / コンテナ技術 248 59%

サイバーセキュリティ 242 58%

データベース & データ管理 226 54%

高度な分析・データサイエンス 200 48%

Web & アプリケーション開発 181 43%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

人工知能 / 機械学習 173 41%

DevOps / GitOps / DevSecOps 173 41%

ネットワーク技術（5G、SDN、NFV など） 156 37%

ストレージ技術 149 36%

Linux 127 30%

CI/CD と DevOps 121 29%

エッジ コンピューティング 102 24%

Kubernetes 93 22%

IoT & 組み込み 92 22%

オープンソース ハードウェア 84 20%

ブロックチェーン 82 20%

製造、3D プリンター、CAD/CAM 57 14%

拡張 / 仮想現実（AR/VR） 57 14%

その他（具体的に記入してください） 6 1%

知らない、またはよくわからない 0 0%

計 418  

A23 Q22：あなたの会社で新しい技術が使われるようになった時、技術スタッフに適切なスキルを持たせるためにどのような手段をとっていますか？（該当するものをす
べて選択）

新技術の経験を持つ IT 専門家を新たに採用する 297 71%

既存の技術スタッフへのトレーニング機会を提供する 291 70%

プロジェクトを支援したり、既存技術スタッフのトレーニングを行うためのコンサルタントを採用する 174 42%

既存の技術スタッフへの追加トレーニングを要求する 159 38%

知らない、またはよくわからない 1 0%

計 418  

A24 Q22：あなたの会社で新しい技術が使われるようになった時、技術スタッフに適切なスキルを持たせるためにどのような手段をとっていますか？（該当するものをす
べて選択）を Q10：あなたが働いている組織について、最もよく当てはまる回答はどれですか？で区分
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

おもにビジネス
活動をサポート
する目的で IT 製
品 / サービスを
利用する「エンド
ユーザー」組織

テクノロジー ベ
ンダー、サプラ
イヤー、サービ
ス プロバイダー

その他、政府
関連機関、
NGO、学術ま
たは研究機関
を含む

新技術の経験を持つ IT 専門家を新たに採用する 47% 35% 26%

既存の技術スタッフへのトレーニング機会を提供する 43% 40% 45%

プロジェクトを支援したり、既存技術スタッフのトレーニングを行うためのコンサルタントを採用する 77% 67% 57%

既存の技術スタッフへの追加トレーニングを要求する 78% 66% 74%

知らない、またはよくわからない 0% .4% 0%

計 418

A25
Q23.1：あなたの組織の技術的なニーズに対応するために、次のアプローチはどの程度重要ですか？（1 つ選択）—組織が必要とする IT スキルを持つ新しい人材
の採用およびオンボーディング

まったく重要でない 0 0%

あまり重要ではない 5 1%

やや重要 46 11%

非常に重要 162 39%

極めて重要 204 49%

知らない、またはよくわからない 1 0%

計 418  

A26
Q23.2：あなたの組織の技術的なニーズに対応するために、次のアプローチはどの程度重要ですか？（1 つ選択）—組織で必要なスキル・知識を習得するための既
存 IT スタッフのスキルアップ

まったく重要でない 0 0%

あまり重要ではない 2 0%

やや重要 31 7%

非常に重要 159 38%

極めて重要 221 53%

まったく重要でない 5 1%

計 418  
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

A27
Q23.3：あなたの組織の技術的なニーズに対応するために、次のアプローチはどの程度重要ですか？（1 つ選択）—採用候補者が大学・短大の学位を持っているこ
と

まったく重要でない 13 3%

あまり重要ではない 39 9%

やや重要 125 30%

非常に重要 115 28%

極めて重要 124 30%

計 418  

A28
Q23.4：あなたの組織の技術的なニーズに対応するために、次のアプローチはどの程度重要ですか？（1 つ選択）—技術系候補者が認定されたスキルを持っている
こと

まったく重要でない 11 3%

あまり重要ではない 14 3%

やや重要 71 17%

非常に重要 149 36%

極めて重要 170 41%

計 418  

A29 Q24：あなたの組織では、技術系の社員が他社に移ることを抑止するために、どのようなインセンティブを提供していますか？（該当するものをすべて選択）

給与の増額 237 57%

ワーク / ライフ バランスの改善 211 50%

トレーニングの機会や認定の追加 210 50%

フレックスタイム制や在宅勤務の機会 204 49%

ボーナスを受け取る機会 179 43%

業績に対する高い評価 164 39%

自分が興味のあるオープンソース プロジェクトに貢献する機会 120 29%

追加型ストック オプション /RSU/ エクイティ 86 21%

現時点では、インセンティブはない 10 2%

その他（具体的に記入してください） 6 1%

知らない、またはよくわからない 8 2%

計 418  
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

A30 Q25：必要なスキルを備えた技術者の候補者を見つけることができない時、組織の要件をどのように満たしてきましたか？（該当するものをすべて選択）

既存従業員への教育を実施した 223 53%

近いものを見つけるまで探し続けた 210 50%

コンサルタントを雇った 148 35%

技術プロジェクトや技術展開を先延ばしにした 112 27%

その他（具体的に記入してください） 5 1%

知らない、または技術系の人材は確保できているので、問題ではない 33 8%

計 418  

A31 Q26.1：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—技術的専門性を高めるには、新規採用よりもアップスキリングがコスト的に有利

まったく同意しない 3 1%

あまり同意しない 10 2%

同意でも不同意でもない 46 11%

やや同意する 139 33%

強く同意する 218 52%

知らない、またはよくわからない 2 0%

計 418  

A32 Q26.2：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—技術者を確保できない上級職の補充には、アップスキリングが適している

まったく同意しない 3 1%

あまり同意しない 14 3%

同意でも不同意でもない 49 12%

やや同意する 170 41%

強く同意する 179 43%

知らない、またはよくわからない 3 1%

計 418  

A33
Q26.3：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—幅広い専門知識を教えることができないため、上級職のアップスキリングはうま
くいかない

まったく同意しない 38 9%

あまり同意しない 94 22%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

同意でも不同意でもない 84 20%

やや同意する 107 26%

強く同意する 88 21%

知らない、またはよくわからない 7 2%

計 418  

A34
Q26.4：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—新しいポジションを埋めるためのスタッフのアップスキリングは、空いたポジショ
ンを補充する必要があるため、うまくいかない

まったく同意しない 27 6%

あまり同意しない 81 19%

同意でも不同意でもない 76 18%

やや同意する 129 31%

強く同意する 102 24%

知らない、またはよくわからない 3 1%

計 418  

A35 Q26.5：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—アップスキリングは、若手技術者の能力向上を支援する理想的な方法だ

まったく同意しない 2 0%

あまり同意しない 4 1%

同意でも不同意でもない 35 8%

やや同意する 147 35%

強く同意する 228 55%

知らない、またはよくわからない 2 0%

計 418  

A36 Q26.6：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—アップスキリングは、狭い範囲に特化したスキルを習得するのに適している

まったく同意しない 3 1%

あまり同意しない 27 6%

同意でも不同意でもない 69 17%

やや同意する 150 36%

強く同意する 161 39%

知らない、またはよくわからない 8 2%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

計 418  

A37
Q26.7：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—アップスキリングは時間がかかりすぎる、または複雑な職務に対するトレーニン
グには効果がない

まったく同意しない 53 13%

あまり同意しない 103 25%

同意でも不同意でもない 61 15%

やや同意する 94 22%

強く同意する 103 25%

知らない、またはよくわからない 4 1%

計 418  

A38
Q26.8：技術者のアップスキリングについてどのようにお考えですか（1 つ選択）—アップスキリング、トレーニング、および資格は、関連する大学の学位取得より
も重要である

まったく同意しない 10 2%

あまり同意しない 18 4%

同意でも不同意でもない 71 17%

やや同意する 138 33%

強く同意する 175 42%

知らない、またはよくわからない 6 1%

計 418  

A39
Q27.1：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—採用活動はコストと時間がかかり、また、そのポジションにふさわ
しい候補者が見つからないことが多い

まったく同意しない 26 6%

あまり同意しない 60 14%

同意でも不同意でもない 60 14%

やや同意する 140 33%

強く同意する 131 31%

知らない、またはよくわからない 1 0%

計 418  
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

A40
Q27.2：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—研修は、他の重要なプロジェクトから貴重な社内リソースを奪い、
時間がかかる

まったく同意しない 21 5%

あまり同意しない 47 11%

同意でも不同意でもない 79 19%

やや同意する 156 37%

強く同意する 113 27%

知らない、またはよくわからない 2 0%

計 418  

A41
Q27.3：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—確かな技術を持つ新しい技術者を採用するための合理的な方法が
必要である

まったく同意しない 5 1%

あまり同意しない 12 3%

同意でも不同意でもない 49 12%

やや同意する 161 39%

強く同意する 188 45%

知らない、またはよくわからない 3 1%

計 418  

A42
Q27.4：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—技術者すべてが同じではない - スキル、方法論、アプローチに関
する共通のベンチマークを持っていないことが課題だ

まったく同意しない 6 1%

あまり同意しない 19 5%

同意でも不同意でもない 59 14%

やや同意する 158 38%

強く同意する 172 41%

知らない、またはよくわからない 4 1%

計 418  

A43 Q27.5：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—技術系人材の解雇が相次ぎ、優秀な人材の発掘が容易になった

まったく同意しない 14 3%

あまり同意しない 45 11%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

同意でも不同意でもない 98 23%

やや同意する 139 33%

強く同意する 115 28%

知らない、またはよくわからない 7 2%

計 418  

A44
Q27.6：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—誤った候補者を採用し、再度オンボーディングしなければならな
いのは問題である

まったく同意しない 13 3%

あまり同意しない 24 6%

同意でも不同意でもない 49 12%

やや同意する 153 37%

強く同意する 172 41%

知らない、またはよくわからない 7 2%

計 418  

A45 Q27.7：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—要求される技術力を確認できる認定証は必要である

まったく同意しない 14 3%

あまり同意しない 25 6%

同意でも不同意でもない 59 14%

やや同意する 142 34%

強く同意する 169 40%

知らない、またはよくわからない 9 2%

計 418  

A46 Q27.8：技術者の採用、オンボーディング、定着についてどのようにお考えですか（1 つ選択）—要求された技術力を確認できる雇用前テストが必要

まったく同意しない 6 1%

あまり同意しない 18 4%

同意でも不同意でもない 49 12%

やや同意する 158 38%

強く同意する 181 43%

知らない、またはよくわからない 6 1%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

計 418  

A47 Q28：あなたの組織は、技術スタッフの研修や認定に、次のどのトレーニングや専門能力開発の機会を利用していますか？（該当するものをすべて選択）

雇用者負担のトレーニングや資格取得 265 63%

オンライン / バーチャル コース 260 62%

技術カンファレンスに社員を派遣している 201 48%

企業内オンサイト トレーニング 199 48%

自己管理型学習 190 45%

メンタリング プログラム 189 45%

書籍やマニュアル 135 32%

学位取得のための授業料補助 86 21%

その他（具体的に記入してください） 2 0%

知らない、またはよくわからない 2 0%

計 418  

A48 Q29：技術職の採用にはどれくらいの時間がかかりますか？ (1 つ選択 )

1 か月未満 32 8%

1 〜 3 か月 166 40%

4 〜 6 か月 120 29%

7 〜 9 か月 47 11%

10 〜 12 か月 34 8%

12 か月以上 14 3%

知らない、またはよくわからない 5 1%

計 418  

A49 Q30：新しい技術者を通常の生産性に導くまでのオンボーディング プロセスにはどれくらいの時間がかかりますか？（1 つ選択）

最大 2 週間 30 7%

3 〜 4 週間 80 19%

1 〜 2 か月 78 19%

2 〜 3 か月 89 21%

3 〜 4 か月 47 11%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

5 〜 6 か月 54 13%

7 〜 9 か月 13 3%

10 〜 12 か月 13 3%

12 か月以上 9 2%

知らない、またはよくわからない 5 1%

計 418  

A50 Q31：新規採用した技術スタッフのうち、入社後 6 か月以内に退職した、または退職を求められた人の割合は平均でどのくらいですか？（0% と 100% の間でパー
セント値を選択）

0% 26 7%

1 〜 10% 125 32%

11 〜 20% 68 17%

21 〜 30% 35 9%

31 〜 40% 28 7%

41 〜 50% 19 5%

51 〜 60% 26 7%

61 〜 70% 14 4%

71 〜 80% 16 4%

81 〜 90% 19 5%

91 〜 100% 14 4%

計 390  

A51 Q32：あなたの組織のオープンソース プログラム オフィス（OSPO）はどのような状況ですか？（1 つ選択）

OSPO が必要かどうかを評価中 85 22%

一部スタッフを配置した OSPO がある 68 18%

OSPO はない 63 16%

OSPO を導入している 63 16%

スタッフ常駐の OSPO がある 55 14%

OSPO の必要性はない 36 9%

知らない、またはよくわからない 17 4%
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付録 A

表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

計 387

A52 Q33：この OSPO は、組織のどこに、あるいは誰に報告するのですか？（1 つ選択）

IT オペレーションまたは ITSM 78 42%

CTO 45 24%

ソフトウェア エンジニアリング・開発 35 19%

CIO 12 6%

CISO、セキュリティ、コンプライアンス、またはリスク マネジメント 11 6%

法務 2 1%

知らない、またはよくわからない 3 2%

計 186  

A53 Q34：景気への懸念によって、2023 年の技術スタッフの採用計画はどのように変化しましたか？（該当するものをすべて選択）【景気への懸念による技術スタッフ
雇用計画の変更がある場合】

現在の計画では、新規の技術スタッフの採用は見送る 128 52%

現在の計画では、技術スタッフの規模を拡大する 117 47%

現在の計画では、技術スタッフの規模を縮小する 66 27%

知らない、またはよくわからない 2 1%

計 247  

A54 Q35：2023 年の技術スタッフ採用計画について教えてください。（該当するものをすべて選択）【回答者が景気による技術スタッフ雇用計画への影響がない場合】

現在の計画では、新規の技術スタッフの採用は見送る 118 68%

現在の計画では、技術スタッフの規模を拡大する 16 9%

現在の計画では、技術スタッフの規模を縮小する 61 35%

知らない、またはよくわからない 0 0%

計 173  

A55 Q36：2023 年に技術スタッフを削減する理由は何ですか？ （該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

売上高および利益が計画を下回る傾向にある 51 62%

組織が 2023 年の景気の不透明感を懸念し、慎重な姿勢で臨んでいる 46 56%

クラウドやマネージド サービス プロバイダーを利用することで、一部の職務が廃止された 35 43%

組織が成長を見越して技術者を多く採用しすぎた 25 30%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

アウトソーシングやオフショアリングへの依存度が高まり、一部の職務が廃止された 23 28%

技術スタッフが、すぐに価値を提供できないプロジェクトに参加していた 20 24%

アップスキリングは、新しいスキルセットに対する当社の短期的なニーズに対応することができる 15 18%

その他（具体的に記入してください） 1 1%

知らない、またはよくわからない 0 0%

計 82  

A56 Q37：2023 年には、組織の技術スタッフの約何パーセントが解雇された、または解雇されると予想されますか？（0% と 100% の間でパーセント値を選択）【回答
者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

0% 1 1%

1 〜 20% 28 39%

21 〜 40% 6 8%

41 〜 60% 11 15%

61 〜 80% 11 15%

81 〜 100% 14 20%

計 71  

A57 Q38：2023 年に退職した、または解雇された / される予定の技術職の種類は何ですか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフ
の人員を削減する場合】

シニア テクニカル スタッフ 37 45%

請負業者またはパートタイムの外部技術リソース 33 40%

ジュニア テクニカル スタッフ 29 35%

ソフトウェア開発者・エンジニア 29 35%

直近で採用された技術スタッフ 28 34%

テクニカル トレーニング スタッフ 28 34%

テクニカル サポート スタッフ 25 30%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

テクニカル R&D スタッフ 16 20%

知らない、またはよくわからない 4 5%

計 82  

A58 Q39：技術スタッフの削減により、2023 年にどのような影響が発生したか、または発生する可能性がありますか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が
2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

既存の技術スタッフのスキルアップのためのトレーニングを行っている、または行う予定である 43 52%

製品の納期が延びる 35 43%

技術スタッフ 1 人あたりの仕事量が増える 32 39%

技術的負債が増える 22 27%

オフショア アウトソーシングの利用を増やし、コスト管理を強化する 20 24%

残りの技術スタッフには大きな影響はないと思われる 18 22%

重要なギャップを埋めるための請負業者やマネージド サービス プロバイダーの活用が増える 15 18%

一部プロジェクトの中止 14 17%

オフショア アウトソーシングの利用を減らし、コスト管理を強化する 8 10%

知らない、またはよくわからない 1 1%

計 82  

A59 Q40：あなたの知る限り、2023 年に技術職の人員削減を回避するために、以下のような対応が予定されていますか、または既に実施されていますか？ （該当する
ものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

技術スタッフのスキルアップ 45 55%

メリット アップの保留 42 51%

ボーナスの支給の延期 39 48%

基本報酬の一時的な減額 19 23%

その他（具体的に記入してください） 0 0%

知らない、またはよくわからない 4 5%

計 82  

A60 Q41：長期的な技術スタッフの配置計画について教えてください。（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

景気動向を踏まえ、2023 年または 2024 年に技術スタッフの削減がさらに進む可能性がある 46 56%

景気動向を踏まえ、2023 年、2024 年にこれ以上の人員削減を行うことは想定していない 29 35%

今年後半には技術スタッフを採用できるかもしれない 27 33%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

2023 年後半から 2024 年にかけて、スタッフィングの変更は見込んでいない 17 21%

2024 年に技術スタッフを採用する予定 16 20%

知らない、またはよくわからない 3 4%

計 82  

A61 Q42：2023 年に技術者を削減するのはどの技術分野ですか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの人員を削減する場合】

クラウド / コンテナ技術 33 40%

人工知能 / 機械学習 27 33%

DevOps / GitOps / DevSecOps 23 28%

高度な分析・データサイエンス 22 27%

サイバーセキュリティ 20 24%

データベース & データ管理 20 24%

CI/CD と DevOps 20 24%

ブロックチェーン 19 23%

ネットワーク技術（5G、SDN、NFV など） 16 20%

Web & アプリケーション開発 14 17%

Linux 13 16%

製造、3D プリンター、CAD/CAM 12 15%

拡張 / 仮想現実（AR/VR） 11 13%

エッジ コンピューティング 11 13%

ストレージ技術 11 13%

IoT & 組み込み 9 11%

オープンソース ハードウェア 8 10%

Kubernetes 6 7%

その他（具体的に記入してください） 0 0%

知らない、またはよくわからない 7 9%

計 82  

A62 Q43：2023 年の技術職の採用が凍結された理由は何ですか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加を停止する場合】

同機構は、2023 年の景気の不透明感を懸念し、慎重な姿勢で臨んでいる 108 57%

売上高および利益が計画を下回る傾向にある 74 39%

組織が成長を見越して技術者を多く採用しすぎた 59 31%

クラウドやマネージド サービス プロバイダーの利用は、スタッフを追加雇用するよりも費用対効果が高い 57 30%

技術スタッフのスキルアップを行い、採用せずに能力を拡大している 46 24%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

アウトソーシングやオフショアリングの確立は、スタッフを追加雇用するよりも費用対効果が高い 43 23%

技術研究開発費を削減することで、オペレーションと技術的負債にうまく対処できるようになった 31 16%

その他（具体的に記入してください） 0 0%

知らない、またはよくわからない 3 2%

計   

A63 Q44：2023 年に技術職の採用が一時停止することで、どのような影響が生じますか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増
加を停止する場合】

トレーニングが既存の技術スタッフのスキルアップに活用され、組織の生産性を高めている 95 50%

製品の納期が延びる 69 37%

技術スタッフ 1 人あたりの仕事量が増える 57 30%

重要なギャップを埋めるための請負業者やマネージド サービス プロバイダーの活用が増える 43 23%

オフショア アウトソーシングの利用を増やし、コスト管理を強化する 42 22%

一部プロジェクトの中止 40 21%

残りの技術スタッフには大きな影響はない 35 19%

技術的負債が増える 32 17%

オフショア アウトソーシングの利用を減らし、コスト管理を強化する 11 6%

知らない、またはよくわからない 4 2%

計 189  

A64 Q45：今後の技術者スタッフィングの予定についてお聞かせください。（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

景気動向を踏まえ、2023 年、2024 年にこれ以上の人員削減を行うことは想定していない 78 41%

今年後半には技術スタッフを採用できるかもしれない 73 39%

景気動向を踏まえ、2023 年または 2024 年に技術スタッフの削減がさらに進む可能性がある 47 25%

2023 年後半から 2024 年にかけて、スタッフィングの変更は見込んでいない 42 22%

2024 年に技術スタッフを採用する予定 31 16%

知らない、またはよくわからない 5 3%

計 189  

A65 Q46：2023 年に技術職の人数を増やす理由は何ですか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

クラウドネイティブ コンピューティングをはじめとする新しい技術に対応するための新しいスキルセットが必要 144 61%

技術革新が加速し、新たなビジネスチャンスが生まれている 143 61%

売上高および利益が計画を上回るペースで推移している 108 46%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

技術者の確保が困難なため、欠員を補充する必要がある 60 26%

アウトソーシングやオフショアリングが、一部のニーズに対応するために有効でない 44 19%

アップスキリングでは、新しいスキルセットに対する当社の短期的なニーズに対応できない 36 15%

その他（具体的に記入してください） 4 2%

知らない、またはよくわからない 3 1%

計 235  

A66 Q47：2023 年に技術職社員の人数を約何％増やすことができますか？（0% と 100% の間でパーセント値を選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増
加をする場合】

0% 1 0%

1 〜 20% 110 49%

21 〜 40% 48 22%

41 〜 60% 27 12%

61 〜 80% 20 9%

81 〜 100% 17 8%

計 223  

A67 Q48：御社ではどのような技術者を増やしていますか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

ソフトウェア開発者・エンジニア 157 67%

シニア テクニカル スタッフ 136 58%

ジュニア テクニカル スタッフ 121 51%

テクニカル トレーニング スタッフ 97 41%

テクニカル サポート スタッフ 93 40%

テクニカル R&D スタッフ 53 23%

請負業者またはパートタイムの外部技術リソース 52 22%

直近で採用された技術スタッフ 0 0%

その他（具体的に記入してください） 2 1%

知らない、またはよくわからない 0 0%

計 235  

A68 Q49：2023 年、この技術職社員の増加により、どのような影響が生じますか？ （該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をす
る場合】

新たな開発機会に対応できる 141 60%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

トレーニングが技術スタッフのスキルアップに活用され、組織の生産性を向上させる 140 60%

技術スタッフ 1 人当たりの作業負荷が減る 61 26%

製品・サービスの提供が早まる 59 25%

オフショア アウトソーシングの利用を増やし、コスト管理を強化する 52 22%

技術的負債の額が減少する 40 17%

クリティカル ギャップを埋めるための請負業者やマネージド サービス プロバイダーの利用が減る 34 14%

既存の技術スタッフには大きな影響はない 21 9%

オフショア アウトソーシングの利用を減らし、コスト管理を強化する 19 8%

知らない、またはよくわからない 4 2%

計 235  

A69 Q50：今後の技術人員の予定についてお聞かせください。（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

今年の後半には、技術スタッフを増員できるかもしれない 108 46%

2024 年に技術スタッフの増員を予定している 90 38%

景気動向を踏まえ、2023 年、2024 年に人員削減を行うことは想定していない 76 32%

2023 年後半から 2024 年にかけて、人員の変更は想定していない 51 22%

景気動向を踏まえ、2023 年または 2024 年に技術スタッフの削減がさらに進む可能性がある 37 16%

知らない、またはよくわからない 7 3%

計 235  

A70 Q51：2023 年に技術者を採用する / しないのは、どの技術分野ですか？（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

サイバーセキュリティ 118 50%

クラウド / コンテナ技術 118 50%

人工知能 / 機械学習 107 46%

データベース & データ管理 87 37%

高度な分析・データサイエンス 86 37%

Web & アプリケーション開発 78 33%

DevOps / GitOps / DevSecOps 74 31%

ネットワーク技術（5G、SDN、NFV など） 71 30%

CI/CD と DevOps 62 26%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

Linux 54 23%

Kubernetes 47 20%

ブロックチェーン 45 19%

エッジ コンピューティング 45 19%

拡張 / 仮想現実（AR/VR） 44 19%

IoT & 組み込み 44 19%

ストレージ技術 43 18%

オープンソース ハードウェア 39 17%

製造、3D プリンター、CAD/CAM 24 10%

その他（具体的に記入してください） 2 1%

知らない、またはよくわからない 7 3%

計 235  

A71 Q51：2023 年に技術者を採用する / しないのは、どの技術分野ですか？から Q42：2023 年に技術者を削減するのはどの技術分野ですか？を引いたもの

サイバーセキュリティ 118 31%

クラウド / コンテナ技術 118 27%

人工知能 / 機械学習 107 25%

データベース & データ管理 87 21%

高度な分析・データサイエンス 86 20%

Web & アプリケーション開発 78 20%

ネットワーク技術（5G、SDN、NFV など） 71 17%

DevOps / GitOps / DevSecOps 74 16%

CI/CD と DevOps 62 13%

Kubernetes 47 13%

Linux 54 13%

IoT & 組み込み 44 11%

エッジ コンピューティング 45 11%

拡張 / 仮想現実（AR/VR） 44 10%

ストレージ技術 43 10%

オープンソース ハードウェア 39 10%

ブロックチェーン 45 8%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

製造、3D プリンター、CAD/CAM 24 4%

計 226

A72 Q52：技術者を募集している技術分野のトップ 3 は何ですか？（最大 3 つまで選択可能）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

サイバーセキュリティ 83 36%

クラウド / コンテナ技術 83 36%

人工知能 / 機械学習 62 27%

高度な分析・データサイエンス 56 25%

Web & アプリケーション開発 43 19%

データベース & データ管理 39 17%

DevOps / GitOps / DevSecOps 36 16%

CI/CD と DevOps 32 14%

Linux 22 10%

ネットワーク技術（5G、SDN、NFV など） 21 9%

ブロックチェーン 18 8%

拡張 / 仮想現実（AR/VR） 17 7%

Kubernetes 16 7%

IoT & 組み込み 13 6%

ストレージ技術 9 4%

エッジ コンピューティング 9 4%

オープンソース ハードウェア 9 4%

製造、3D プリンター、CAD/CAM 5 2%

[ その他のテキストを挿入してください。］ 2 1%

計 228  

A73 Q53：どのような職種の技術者を求めていますか（該当するものをすべて選択）【回答者の組織が 2023 年に技術スタッフの増加をする場合】

開発者 128 54%

IT マネジメント 109 46%

DevOps 94 40%

エンジニア 87 37%

セキュリティ プロフェッショナル 70 30%

プロジェクト マネージャー 66 28%
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表 質問と回答の選択肢 回答数 割合

データ エンジニア 64 27%

システム管理者 62 26%

ネットワーク管理者 62 26%

データ サイエンティスト 56 24%

アーキテクト 54 23%

DevSecOps 47 20%

経営・上級管理職 29 12%

GitOps 16 7%

その他（具体的に記入してください） 2 1%

知らない、またはよくわからない 4 2%

計 235  

A74 Q53：最近の技術者人材のレイオフで、優秀な候補者を見つけるのが簡単になったことに同意する回答者の内訳

IT マネジメント 79 56%

開発者 74 52%

DevOps 59 42%

エンジニア 51 36%

データ エンジニア 44 31%

セキュリティ プロフェッショナル 43 30%

プロジェクト マネージャー 42 30%

データ サイエンティスト 37 26%

DevSecOps 35 25%

ネットワーク管理者 34 24%

システム管理者 32 23%

アーキテクト 25 18%

経営・上級管理職 24 17%

GitOps 11 8%

その他（具体的に記入してください） 1 1%

知らない、またはよくわからない 2 1%

計 142
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